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W
H
A
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会

社
の
子
会
社
で
あ
る
ヘ
マ
ラ
ー
ト
・
ラ

ン
ド 

ア
ン
ド 

デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト

株
式
会
社
は
、イ
ー
ス
タ
ン
・
シ
ー
ボ
ー

ド
工
業
団
地
（
ラ
ヨ
ー
ン
）
に
お
い
て
、

労
働
省
職
業
開
発
局
、
モ
ン
ク
ッ
ト
王

ト
ン
ブ
リ
工
科
大
学
お
よ
び
タ
イ
・
ド

イ
ツ
職
業
訓
練
学
校
（T

GI - T
hai- 

erm
an Institute

）
と
共
に
、
ヘ
マ

ラ
ー
ト
産
業
技
能
協
力
ア
カ
デ
ミ
ー

（
H
I
S
C
A
）
の
開
校
を
祝
い
ま
し

た
。
こ
の
ア
カ
デ
ミ
ー
の
主
目
的
は
、

有
資
格
の
熟
練
労
働
者
を
1
年
以
内
に

10
万
名
養
成
し
、
政
府
の
「
タ
イ
ラ
ン

ド
4
.
0
」
政
策
に
沿
っ
て
人
的
資
源

と
労
働
技
能
の
開
発
を
促
進
す
る
こ
と

で
す
。

　

写
真
は
、
H
I
S
C
A
の
開
所
式
に
出
席

し
た
労
働
大
臣
の
シ
リ
チ
ャ
イ
・
デ
ィ
ス
タ

ク
ン
大
将（
中
央
）、W
H
A
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
の
ジ
ャ
リ
ー
ポ
ー
ン
・
ジ
ャ
ル
コ
ー
ン
サ

ク
ン
・
グ
ル
ー
プ
C
E
O
（
左
か
ら
2
人
目
）、

労
働
副
大
臣
の
チ
ャ
ル
ー
ン
・
ノ
プ
ス
ワ
ン

大
将
（
右
か
ら
2
人
目
）、
プ
ン
タ
リ
ク
・
サ

ミ
テ
ィ
労
働
事
務
次
官
（
左
端
）
と
タ
イ
・

ド
イ
ツ
職
業
訓
練
学
校
の
ソ
ム
ワ
ン
・
ブ
ー

ン
ラ
ク
チ
ャ
ル
ー
ン
校
長
（
右
端
）。

W
H
A
グ
ル
ー

プ
・
ニ
ュ
ー
ス
レ

タ
ー

ジ
ャ
リ
ー
ポ
ー
ン
・
ジ
ャ
ル

コ
ー
ン
サ
ク
ン
氏
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ

　

ア
セ
ア
ン
に
お
け
る
物
流
、
不
動
産

お
よ
び
工
業
団
地
の
総
合
的
な
大
手
プ

ロ
バ
イ
ダ
ー
で
あ
る
W
H
A
グ
ル
ー
プ

は
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
グ
ロ
ー
バ
ル
な

経
済
の
中
で
事
業
を
運
営
し
て
い
ま

す
。
弊
社
は
様
々
な
分
野
の
新
し
い
企

業
に
対
し
て
常
に
門
戸
を
開
い
て
お

り
、
物
流
、
工
業
団
地
開
発
、
イ
ン
フ

ラ
と
発
電
、
デ
ジ
タ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
4
つ
の
事
業
分
野
で
提
供

す
る
包
括
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
タ
ー
ン

キ
ー
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
、

顧
客
企
業
の
皆
様
の
事
業
拡
大
を
支
援

で
き
る
こ
と
を
誇
り
に
思
っ
て
お
り
ま

す
。
共
に
成
長
し
、
次
の
段
階
を
目
指

し
て
注
力
す
る
こ
と
に
よ
り
、
私
た
ち

は
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
を
さ
ら
に

促
進
で
き
ま
す
。

　

W
H
A
グ
ル
ー
プ
は
、
タ
イ

の
国
際
競
争
力
を
高
め
、
国
内

総
生
産
を
拡
大
す
る
タ
イ
ラ
ン

ド
4
.
0
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

よ
っ
て
近
代
化
を
図
る
政
府
の

展
望
と
戦
略
を
全
面
的
に
支
持

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
弊
社
グ

ル
ー
プ
は
東
部
に
あ
る
チ
ョ
ン

ブ
リ
、
チ
ャ
チ
ュ
ン
サ
オ
、
ラ

ヨ
ー
ン
の
各
県
に
新
た
な
産
業

と
サ
ー
ビ
ス
を
呼
び
込
む
こ
と
を
目

指
す
東
部
経
済
回
廊
（
E
E
C
）
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
忠
実
な
支
持
者
で
も
あ

り
ま
す
。
弊
社
の
9
か
所
の
工
業
団

地
、
戦
略
的
な
位
置
に
あ
る
注
文
建

築
の
工
場
と
高
品
質
な
倉
庫
な
ど
、

ク
ラ
ス
最
高
の
施
設
群
は
、
鉄
道
、

道
路
、
空
路
お
よ
び
海
路
に
よ
る
輸

送
で
卓
越
し
た
接
続
性
を
提
供
す
る

と
い
う
政
府
の
決
意
か
ら
直
接
的
な

恩
恵
を
受
け
ま
す
。
政
府
は
こ
れ
ら

の
取
り
組
み
を
優
先
的
に
進
め
て
い

る
た
め
、
弊
社
も
顧
客
、
国
お
よ
び

地
域
の
た
め
に
持
続
可
能
な
成
長
へ

の
集
中
的
な
取
り
組
み
に
役
立
つ
、

施
設
と
サ
ー
ビ
ス
分
野
に
お
け
る
更

な
る
革
新
を
実
現
す
べ
く
、
態
勢
を

整
え
て
い
ま
す
。

　

産
業
界
の
進
歩
の
度
合
い
が
ま
す

ま
す
速
ま
っ
て
い
る
の
に
合
わ
せ
て
、

W
H
A
グ
ル
ー
プ
は
革
新
的
で
創
造

的
で
あ
り
続
け
る
能
力
と
、
新
た
な

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
他
社
に
先
駆
け

て
市
場
に
提
供
す
る
能
力
を
継
続
的

ヘマラートニュースダイジェストヘマラートニュースダイジェスト
初めてのWHA・ヘマラート・BUILD
ビジネス・マッチング・イベントが開催される
初めてのWHA・ヘマラート・BUILD
ビジネス・マッチング・イベントが開催される

先日、チョンプリ県においてWHA・ヘマラート・BUILDビジネス・マッチン
グ・ショーケースが開催されました。このイベントは、ヘマラート社の工業団
地に入居している企業が近隣の企業の中から部品や資材の新規サプライヤ
ーを見つけること、および部品や資材の国内調達率を高めることを目的とし
たものです。このイベントに出席したBUILD（BOI Unit for Industrial 
Linkage Development）のウィラット・タッサリンカンサクン部長は、
WHAコーポレーション株式会社のシヤパス・チャンタチャイロート法人マー
ケティング担当取締役による歓迎を受けました。2日間のフォーラムでは、サプライヤーとバイヤーの個別面談、企業幹部による
プレゼンテーション、および政府の新しい政策や業界の最新情報などを取り上げた、BOI高官による講演が行われました。

WHAグループのCEOが「クオリティ・パーソン・
オブ・ザ・イヤー」アワードを受賞
WHAグループのCEOが「クオリティ・パーソン・
オブ・ザ・イヤー」アワードを受賞

WHAコーポレーション株式会社のジャリーポーン・ジャルコーンサクングループ
CEO（中央）は、財団法人タイ科学技術会議より、「クオリティ・パーソン・オブ・
ザ・イヤー」アワード（不動産事業開発部門）を授与されました。同氏の受賞は、業
界への傑出した貢献と、タイ社会への奉仕が評価されたもので、授賞式にはWHA
社の他の経営陣も出席しました。

WHAコーポレーション株式会社が 
タイランドTOPカンパニー・アワード2017を受賞
WHAコーポレーション株式会社が 
タイランドTOPカンパニー・アワード2017を受賞

WHAコーポレーション株式会社は先日、タイランドTOPカンパニー・アワード2017
（倉庫開発企業部門）を受賞しました。タイ商工会議所大学とビジネス・プラス・マ
ガジン誌が主催した授賞式では、WHAグループ最高経営責任者のジャリーポーン・
ジャルコーンサクン氏（右端）が同社を代表して、枢密顧問官で名誉教授のカセム・
ワッタナチャイ博士より賞の盾を授与されました。WHAコーポレーション株式会社
は、物流業界においてリーダー企業としての役割を果たすとともに、タイ社会への
貢献に努めたことが評価され、今回の受賞につながりました。

WHAグループが2017年度フロスト＆
サリバンタイランド・エクセレンス・アワードを受賞 
WHAグループが2017年度フロスト＆
サリバンタイランド・エクセレンス・アワードを受賞 

WHAコーポレーション株式会社は先日、2017年度フロスト＆サリバン・タイラン
ド・エクセレンス・アワードを受賞しました。受賞部門は「倉庫開発企業」で、2年連
続での受賞となります。WHAグループ最高経営責任者のジャリーポーン・ジャルコ
ーンサクン氏が同社を代表して、フロスト＆サリバン・アジア・パシフィック社のアジ
ェイ・サンダー副社長より同賞の授与を受けました。WHAグループは、タイの物流
産業の発展に影響を及ぼす重要な役割を果たしたほか、地域社会の持続可能性を
高めるための取り組みを行ったことが認められ、今回の受賞となりました。

WHAグループが「アジアで最も信頼される
ブランド・アワード2016」を受賞
WHAグループが「アジアで最も信頼される
ブランド・アワード2016」を受賞

ジャリーポーン・ジャルコーンサクンWHAグループ最高経営責任者（左端）は、
WHAコーポレーション株式会社（WHAグループ）を代表して、アジアで最も信頼
されるブランド・アワード委員会のMr. Hemant Kaushik理事長（右端）とベルギ
ー・ルクセンブルク/タイ商工会議所のDr. Sutharm Valaisathien会頭（右から2
人目）より、「アジアで最も信頼されるブランド・アワード2016」（物流倉庫・工場開
発業者部門）を授与されました。この栄誉ある賞は、この地域内においてブランドと
してのリーダーシップ、誠実さ、業績、社会貢献の各面で秀でた企業に贈られます。

上場初日、初値は28バーツ上場初日、初値は28バーツ

ソムヨット・アナンタプラユーン社長（中央）WHAコーポレーション株式会社のジャ
リーポーン・ジャルコーンサクン社長（右から3人目）ウェット・ヌッチャルーン社外
取締役兼監査委員長（右から2人目）WHAユーティリティーズ・アンド・パワー株式
会社のウィサート・チュンワタナ執行取締役（右端）スティパット・セリラットサイア
ム商業銀行株式会社（SCB）投資銀行業務担当副社長兼財務顧問（左から2人目）
タイ証券取引所のケサラ・マンチュスリー理事長（左から3人目）とサンティ・キラ
ナン上級執行副理事長兼発行者マーケティング部門責任者、以上の全員が
WHAUP社株式上場初日記念式典に出席しました。タイ証券取引所での初値は、
公募価格26.25バーツより6.67バーツ高い28バーツとなりました。

タマサート大学の大学院生がWHAを訪問タマサート大学の大学院生がWHAを訪問

タマサート・ビジネス・スクールで学ぶ大学院生のグループが、アユタヤ県ワン・
ノイにあるWHAメガ・ロジスティクス・センターとLFロジスティクス（タイラン
ド）株式会社の倉庫を訪問し、WHAコーポレーション株式会社のジャクリッ
ト・チャイサニット最高執行責任者（前列右から4人目）、シヤパス・チャンタチ
ャイロート法人マーケティング担当取締役（前列左から4人目）、およびLFロジ
スティクス（タイランド）社のタイ責任者であるジャンヤ・タナ-アティポン上級
副社長（前列左から5人目）による温かい歓迎を受けました。同グループは物流施設をくまなく見学し、この機会を利用して業
界の幹部や専門家に質問を行いました。この見学ツアーにより、大学院生はワールドクラスの物流会社の構造と事業運営を現
場で直接見て学ぶことができました。

BOIパリとBOIフランクフルトの訪問団が
ヘマラート社を見学 
BOIパリとBOIフランクフルトの訪問団が
ヘマラート社を見学 

ヘマラート・ランド アンド ディベロップメント株式会社は先日、BOIパリ事務
所のスーチトラ・サッサディ・アバイ投資促進事務官（左から5人目）に率いら
れたBOIパリおよびBOIフランクフルト事務所からの訪問団による来訪を受
けました。同訪問団はシヤパス・チャンタチャイロート法人マーケティング担
当取締役（左から4人目）による温かい出迎えを受けた後、フォード・モータ
ー社が入居しているヘマラートESIEなどのヘマラート社の工業団地を見学し
ました。同訪問団は、アセアンで最大規模の業務委託見本市である「サブコ
ン・タイランド2016」に参加するためにバンコクを訪れました。 

WHA社とヘマラート社、
インベスターズ・クラブ年次会議を開催
WHA社とヘマラート社、
インベスターズ・クラブ年次会議を開催

WHA社とヘマラート社は先日、工業・国際担当グループ・エグゼクティブを務めるデ
ビッド・ナードン氏の指揮のもとに、チョンブリのパッタナー・ゴルフ＆スポーツクラブ
において、2016年度のインベスターズ・クラブ年次会議を開催しました。この会議で
は、顧客企業との情報交換、ベストプラクティスと業界最新情報の共有が行われまし
た。また、タイ工業団地公社のウィーラポン・チャイパーム総裁（中央）が東部経済回
廊（EEC）の政策と方向性に関して洞察に富んだ講演を行いました。会議には、IHSオ
ートモティブ社のシニア・アナリスト、ジャックリット・ラークソンブーンシリ氏、WHAインフォナイト株式会社のクライトス・オンチャイサ
ク最高経営責任者、およびヘマラート社のタニン・スッブーンルアン工業団地運営担当副社長も出席しました。

写真は、ラヨーンの新工場開所式に出席したタイディー・メタル（タイランド）社の丹野道夫社長（右から2人目）とヘマラート・ランド アンド ディベロップメント
株式会社のラッダ・ロジャナウィライウッド工業用地顧客開発担当部長。

写真は、左端から黒板 雄作/Managing Director/TSK Engineering (Thailand) Co., Ltd.　村木 剛尚/Managing Director/Thai Takasago Co.,Ltd.
ラッダ・ロジャナウィライウッド工業団地顧客開発担当部長、ヘマラート社 楠本慶太/代表取締役社長/楠本化成株式会社　針井一義/Managing 
Director/Kusumoto Chemicals (Thailand) Co., Ltd.　石川 伸吾/取締役副社長/楠本化成株式会社

WHAグループ、
南部の洪水被害者への寄贈を実施
WHAグループ、
南部の洪水被害者への寄贈を実施

WHAグループは、先日タイ南部を襲った洪水の被害者を支援するために、
ネーション・マルチメディア・グループと共同で飲料水 1 万本と医療用品
の寄贈を実施しました。これらの救援物資は、この災害によって清潔な水を
入手できなくなった人々や、生活に打撃を受けた人々に配布されます。写真
は、WHAコーポレーション株式会社のソムヨット・アナンタプラユーン取
締役会会長（左から2人目）とシヤパス・チャンタチャイロート法人マーケ
ティング担当取締役（左端）が、ネーション社のオフィスでネーション・グル
ープのワライポーン・ティッパヤスプラック上席副社長（右から2人目）に
寄贈品を手渡しているところ。

クスモト・ケミカルズ（タイランド）社、新工場の
開所式を開催。ヘマラートESIEで
クスモト・ケミカルズ（タイランド）社、新工場の
開所式を開催。ヘマラートESIEで

日本に本拠を置く塗料・接着剤用添加剤製造大手メーカーである楠本化成株
式会社の子会社、クスモト・ケミカルズ（タイランド）株式会社は先日、チョンブ
リ県にあるヘマラート・イースタン・シーボード工業団地（HESIE）の 8ライの
敷地に建設された新工場の開所式を開催しました。同社は、現地製造のメリッ
トを活かし、タイ国内、ASEAN地区の顧客に対し、日本製と変わらない高品質な製品を供給する計画です。

　

タ
イ
・
バ
ン
コ
ク
、
2
0
1
7
年
2
月
9

日
ー
W
H
A
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社
の

グ
ル
ー
プ
企
業
の
1
社
で
あ
る
ヘ
マ
ラ
ー
ト
・

ラ
ン
ド 

ア
ン
ド 

デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
株
式
会

社
は
、
同
社
9
か
所
目
の
工
業
団
地
と
な
る
ラ

ヨ
ー
ン
県
の
「
ヘ
マ
ラ
ー
ト
・
イ
ー
ス
タ
ン
・

シ
ー
ボ
ー
ド
4
」
の
分
譲
を
開
始
し
ま
し
た
。

H
E
S
I
E
4
は
合
計
3
0
0
万
平
方
メ
ー
ト

ル
（
1,
8
6
0
ラ
イ
）
の
開
発
用
地
か
ら
成

り
、
環
境
面
お
よ
び
工
業
団
地
と
し
て
の
す
べ

て
の
認
可
を
取
得
済
み
で
、
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル

社
の
工
場
開
設
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
遅
滞
な
く
対

応
し
、
仕
様
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

H
E
S
I
E
4
工
業
団
地
で
は
第
1
期
と
し

て
約
75
万
平
方
メ
ー
ト
ル
の
面
積
が
開
発
さ
れ

て
お
り
、
2
0
1
7
年
の
末
ま
で
に
電
気
・
水

道
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
を
含
め
た
整
備
が
完
了
す

る
予
定
で
す
。
H
E
S
I
E
4
の
分
譲
用
地
で

は
現
在
、
整
地
と
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
進
め
ら
れ

て
お
り
、
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
社
が
必
要
と
す
る

規
模
、
特
性
、
イ
ン
フ
ラ
の
要
件
を
満
た
す
土

地
区
画
を
提
供
可
能
で
す
。

　

デ
ビ
ッ
ド
・
ナ
ー
ド
ン
工
業
団
地
・
国
際
担

当
グ
ル
ー
プ
・
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
は
、
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
ま
す
。
「
今
回
の
案
件
は
、
コ

ン
チ
ネ
ン
タ
ル
社
と
W
H
A
ヘ
マ
ラ
ー
ト
・

チ
ー
ム
と
の
共
同
の
取
り
組
み
で
し
た
。
弊
社

は
プ
ロ
セ
ス
、
イ
ン
フ
ラ
、
工
場
用
地
に
関
す

る
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
社
の
要
件
に
つ
い
て
、
決

定
予
定
時
期
に
先
立
っ
て
十
分
理
解
す
る
よ
う

努
力
し
、
土
木
工
事
の
準
備
手
順
を
開
始
し
ま

し
た
。
そ
の
時
点
か
ら
両
社
は
共
同
で
作
業
を

進
め
、
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
社
が
製
造
要
件
を
最

適
化
で
き
る
よ
う
に
土
地
区
画
と
公
共
サ
ー
ビ

ス
設
備
の
設
計
を
行
い
ま
し
た
。
」 

　

グ
リ
ー
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
A
P
A
C
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
務
め
る
マ
イ
ケ

ル
・
エ
イ
ナ
ー
（M

ichaelE
gner

）
氏
は
、

次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
ま
す
。
「
コ
ン
チ
ネ

ン
タ
ル
社
に
お
け
る
新
工
場
の
用
地
選
択
プ
ロ

セ
ス
は
非
常
に
複
雑
で
、
市
場
と
顧
客
ま
で
の

距
離
の
近
さ
、
お
よ
び
い
く
つ
か
の
イ
ン
フ
ラ

要
素
だ
け
で
な
く
、
労
働
力
確
保
の
容
易
さ

と
、
サ
ポ
ー
ト
提
供
元
と
な
る
教
育
機
関
に
つ

い
て
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
土
地
と

イ
ン
フ
ラ
に
関
す
る
区
画
選
択
プ
ロ
セ
ス
に
お

い
て
、
弊
社
に
は
具
体
的
な
製
造
工
場
設
計
要

件
が
あ
り
ま
す
。
H
E
S
I
E
4
に
お
け
る
ヘ

マ
ラ
ー
ト
社
と
の
素
晴
ら
し
い
共
同
作
業
を
通

じ
て
、
弊
社
は
す
べ
て
の
土
木
工
事
手
順
を
期

日
通
り
に
開
始
で
き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
つ

い
て
は
、
両
社
の
チ
ー
ム
に
心
か
ら
「
感
謝
の

気
持
ち
」
を
表
明
す
る
と
と
も
に
、
今
後
も
実

り
あ
る
協
力
が
続
く
こ
と
を
希
望
し
ま
す
。
」

コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

　

コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
社
は
、
人
々
と
貨
物
を
輸

送
す
る
た
め
の
優
れ
た
技
術
を
開
発
し
て
い
ま

す
。
国
際
的
な
自
動
車
部
品
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
で

あ
る
と
同
時
に
タ
イ
ヤ
メ
ー
カ
ー
で
も
あ
り
、

工
業
分
野
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
弊
社
は
、
信

頼
の
置
け
る
提
携
企
業
と
し
て
、
持
続
可
能
で

安
全
、
快
適
、
個
別
的
、
し
か
も
価
格
の
手
頃

な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し
ま
す
。

2
0
1
6
年
に
お
け
る
シ
ャ
ー
シ
・
安
全
性
、

内
装
、
パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン
、
タ
イ
ヤ
、

C
ontiTech

の
5
部
門
の
総
売
上
は
、
速
報
値
で

約
4
0
5
億
ポ
ン
ド
に
達
し
ま
し
た
。
コ
ン
チ

ネ
ン
タ
ル
社
は
現
在
、
55
か
国
で
22
万
名
を
超

え
る
従
業
員
を
雇
用
し
て
い
ま
す
。

　

タ
イ
ヤ
部
門
は
、
現
在
世
界
各
地
に
24
か
所

以
上
の
生
産
・
開
発
拠
点
を
有
し
て
い
ま
す
。

広
範
な
取
り
扱
い
製
品
と
研
究
開
発
へ
の
継
続

的
な
投
資
は
、
コ
ス
ト
効
率
が
高
く
環
境
保
護

面
で
も
効
率
的
な
可
動
性
の
実
現
に
大
き
く
役

立
っ
て
い
ま
す
。
タ
イ
ヤ
部
門
は
約
4
万

9,
0
0
0
名
の
従
業
員
を
雇
用
す
る
世
界
の
大

手
タ
イ
ヤ
メ
ー
カ
ー
の
1
つ
と
し
て
、

2
0
1
5
年
に
は
1
0
4
億
ポ
ン
ド
の
売
上
を

達
成
し
ま
し
た
。

タイディー・メタル社が新工場の開所式を開催
ラヨーンのESIEで
タイディー・メタル社が新工場の開所式を開催
ラヨーンのESIEで

日本の大洋商事株式会社とダイナックス・インダストリー株式会社の合弁会社で
あるタイディー・メタル（タイランド）株式会社は先日、ラヨーン県のイースタン・
シーボード工業団地（ESIE）にある新しい製造工場の開所式を開催しました。この
工場は最新鋭の機械設備とテクノロジーを完備しており、自動車産業を含む様々
な業界の顧客向けに最高品質の特殊鋼部品を生産します。

WHAグループ、東部臨海地域と
サラブリ県のヘマラート社工業団地周辺の
公立学校に米を寄贈

WHAグループ、東部臨海地域と
サラブリ県のヘマラート社工業団地周辺の
公立学校に米を寄贈

WHAコーポレーション株式会社（WHAグループ）の子会社であるヘマラート・
ランド アンド ディベロップメント株式会社は、東部臨海地域とサラブリ県のヘマ
ラート社工業団地の周辺にある 88 の公立学校に 1 万キログラムのジャスミン
米を寄贈しました。シヤパス・チャンタチャイロート法人マーケティング担当取
締役（2列目右から3人目）に率いられたこのCSR 活動は、現在米の供給過剰
問題に直面しているタイの農民と、生徒たちの昼食を支援することを目的としたものです。

国
際
的
な
技
術
企
業
の
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
社
は
、2
億
5,
0
0
0
万
ユ
ー
ロ
を
投
じ
て
2
0
1
9
年
ま
で
に
建
設
予
定
の
乗
用
車
向
け

タ
イ
ヤ「
グ
リ
ー
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
」の
新
工
場
用
地
と
し
て
、H
E
S
I
E
4
の
土
地
区
画
約
75
万
平
方
メ
ー
ト
ル
を
購
入
し
ま
し
た
。

に
発
揮
し
て
い
ま
す
。
弊
社
は
、
顧
客

企
業
が
各
自
の
事
業
運
営
に
力
を
集
中

で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
イ
ン
フ
ラ

ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
、
施
設
、
お
よ
び
人
的

資
源
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
ま
す
が
、
そ

れ
と
同
時
に
タ
イ
と
東
南
ア
ジ
ア
を
次

の
レ
ベ
ル
に
引
き
上
げ
る
た
め
の
構
造

的
で
断
固
た
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め

に
、
政
府
と
協
力
し
合
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
政
府
が
タ
イ
に
呼
び
込

も
う
と
試
み
て
い
る
新
た
な
業
種
を
迎

え
入
れ
る
た
め
に
最
大
限
の
努
力
を

払
っ
て
い
ま
す
。
第
1
の
S
字
型
カ
ー

ブ
産
業
は
次
世
代
自
動
車
、
ス
マ
ー
ト

電
子
機
器
、
医
療
・
ウ
ェ
ル
ネ
ス
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
、
農
業
と
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
、
未
来
の
た
め
の
食
品
で
構
成
さ

れ
、
新
た
な
S
字
型
カ
ー
ブ
産
業
は
ロ

ボ
テ
ィ
ク
ス
、
航
空
と
物
流
、
バ
イ
オ

燃
料
と
生
化
学
、
デ
ジ
タ
ル
と
医
療
ハ

ブ
で
構
成
さ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
タ

イ
に
さ
ら
な
る
投
資
を
呼
び
込
む
こ
と

で
し
ょ
う
。

　

こ
れ
は
共
同
で
の
取
り
組
み
で
あ

り
、
公
共
部
門
と
民
間
部
門
の
両
者
が

ゆ
る
ぎ
な
い
決
意
を
固
め
て
い
る
こ
と

か
ら
、
私
た
ち
は
E
E
C
が
成
功
す
る

も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
両
者
は
協

力
し
合
い
、
す
べ
て
の
利
害
関
係
者
に

メ
リ
ッ
ト
を
も
た
ら
す
状
況
を
生
み
出

す
計
画
、政
策
と
戦
略
を
実
施
し
ま
す
。

　

W
H
A
グ
ル
ー
プ
は
、
国
内
お
よ
び

海
外
の
企
業
に
強
力
な
基
盤
を
提
供
す

る
役
割
を
引
き
続
き
果
た
し
、
将
来
の

タ
イ
経
済
の
発
展
に
お
い
て
主
導
的
な

役
割
を
演
じ
て
い
く
所
存
で
す
。

W
H
A
ヘ
マ
ラ
ー
ト
社
が
タ
イ
の
ラ
ヨ
ー
ン
県
プ
ル
ア
ッ
ク
デ
ー
ン
地
区
で

新
た
な
工
業
団
地
「
ヘ
マ
ラ
ー
ト
・
イ
ー
ス
タ
ン
・
シ
ー
ボ
ー
ド
工
業
団
地
4
」

（
H
E
S
I
E
4
）
の
分
譲
を
開
始
し
ま
し
た
。

W
H
A
ヘ
マ
ラ
ー
ト
社
が
タ
イ
の
ラ
ヨ
ー
ン
県
プ
ル
ア
ッ
ク
デ
ー
ン
地
区
で

新
た
な
工
業
団
地
「
ヘ
マ
ラ
ー
ト
・
イ
ー
ス
タ
ン
・
シ
ー
ボ
ー
ド
工
業
団
地
4
」

（
H
E
S
I
E
4
）
の
分
譲
を
開
始
し
ま
し
た
。

WHAグループ、
タイ南部の洪水被害者に義援金を贈る
WHAグループ、
タイ南部の洪水被害者に義援金を贈る

WHAコーポレーション株式会社のジャリーポーン・ジャルコーンサク
ングループ最高経営責任者（中央右側）は先日、タイ南部で発生した
深刻な洪水で被害を受けた住民を支援するために、10万バーツの義
援金の小切手をタイ工業団地公社（IEAT）のクリッタヤポーン・ダッバ
ダッタ副総裁（中央左側）に託しました。贈呈式にはWHAコーポレー
ションのシヤパス・チャンタチャイロート法人マーケティング担当取締
役（右から2人目）をはじめとする経営陣も出席しました。

W
H
A
の
ヘ
マ
ラ
ー
ト
社
、
熟
練
労
働
力
を
強
化

タ
イ
ラ
ン
ド
4
.
0
政
策
に
沿
っ
た

「
ヘ
マ
ラ
ー
ト
産
業
技
能
協
力
ア
カ
デ
ミ
ー
」
を
通
じ
て
実
施

W
H
A
の
ヘ
マ
ラ
ー
ト
社
、
熟
練
労
働
力
を
強
化

タ
イ
ラ
ン
ド
4
.
0
政
策
に
沿
っ
た

「
ヘ
マ
ラ
ー
ト
産
業
技
能
協
力
ア
カ
デ
ミ
ー
」
を
通
じ
て
実
施

W
H
A
グ
ル
ー
プ
・
ニ
ュ
ー
ス

レ
タ
ー 

デ
ビ
ッ
ド
・
ナ
ー
ド
ン
氏
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

W
H
A
―
ヘ
マ
ラ
ー
ト
の
工
業
団
地

開
発
は
、
先
日
開
業
し
た
弊
社
の
9
か

所
目
の
工
業
団
地
、
ラ
ヨ
ー
ン
県
の
ヘ

マ
ラ
ー
ト
・
イ
ー
ス
タ
ン
・
シ
ー
ボ
ー

ド
工
業
団
地
（
H
E
S
I
E 

4
）
に

象
徴
さ
れ
る
と
お
り
、
着
実
な
ペ
ー
ス

で
拡
大
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

H
E
S
I
E 

4
の
第
1
期
事
業
は

1,
8
6
0
ラ
イ
（
約
3
0
0
万
平
方

メ
ー
ト
ル
）
の
土
地
開
発
か
ら
成
り
、

電
気
ガ
ス
水
道
の
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク

チ
ャ
は
今
年
中
に
完
成
す
る
予
定
で

す
。
国
際
的
な
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
企
業
で

あ
る
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
社
が
2
億

5,
0
0
0
万
ユ
ー
ロ
のGreenfield

タ
イ
ヤ
工
場
の
建
設
地
と
し
て
弊
社
の

工
業
団
地
を
選
ん
だ
こ
と
を
こ
こ
に
発

表
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
タ
イ
政
府

の
東
部
経
済
回
廊
（
E
E
C
）
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
賛
同
し
て
タ
イ
に
信
頼
を
置
き

続
け
る
主
要
な
国
際
的
投
資
家
を
引

き
付
け
る
能
力
を
弊
社
グ
ル
ー
プ
が

有
し
て
い
る
こ
と
の
証
に
ほ
か
な
り

ま
せ
ん
。

　

W
H
A
―
ヘ
マ
ラ
ー
ト
は
E
E
C

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
全
面
的
に
支
持
し
て

お
り
、
タ
イ
経
済
を
進
化
さ
せ
て
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
創
造
性
、
研
究
開

発
と
グ
リ
ー
ン
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に

よ
っ
て
成
長
を
促
進
さ
せ
る
こ
と
を

目
指
す
「
タ
イ
ラ
ン
ド
4
.
0
」
政

策
推
進
の
一
翼
を
担
い
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
弊
社
で
は
、
次
世
代
自

動
車
技
術
、
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
、
航
空
、

バ
イ
オ
燃
料
、
生
化
学
な
ど
の
新
た

な
種
類
の
成
長
産
業
を
迎
え
入
れ
る

態
勢
を
整
え
て
い
ま
す
。

　

去
る
2
月
に
は
、
ベ
ト
ナ
ム
の
政

府
当
局
が
ゲ
ア
ン
省
の
ド
ン
・
ナ
ム

経
済
ゾ
ー
ン
内
に
あ
る
W
H
A
ヘ
マ

ラ
ー
ト
工
業
ゾ
ー
ン
第
1
期
の
免
許

を
承
認
し
、
弊
社
は
飛
躍
的
な
前
進

を
遂
げ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
ハ

ノ
イ
の
南
方
2
9
0
k
m
に
位
置
す

る
ゲ
ア
ン
省
は
、
ベ
ト
ナ
ム
の
全
63

省
の
中
で
最
大
の
省
で
、
3
2
0
万

人
の
人
口
を
擁
し
、
労
働
人
口
は

1
9
0
万
人
、
大
学
は
17
校
あ
り
ま

す
。

　

4
9
8
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
敷
地
を
占

め
る
W
H
A
ヘ
マ
ラ
ー
ト
工
業
ゾ
ー

ン
第
1
期
は
弊
社
グ
ル
ー
プ
の
長
期

計
画
の
一
環
で
、
合
計
面
積
は

3,
2
0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
及
ぶ
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
ベ
ト
ナ
ム
は
ア
セ

ア
ン
に
お
け
る
工
業
と
製
造
業
の
重

要
な
基
盤
と
な
っ
て
お
り
、
中
国
、
韓

国
、
日
本
な
ど
の
市
場
へ
の
主
要
な

ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
と
し
て
も
進
化
を
遂
げ

て
い
ま
す
。
こ
の
記
念
す
べ
き
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
弊
社
が
タ
イ
国
外
で
手
掛

け
る
初
め
て
の
も
の
で
あ
り
、
苦
労
の

末
に
得
た
こ
の
経
験
を
存
分
に
活
か
し

て
新
た
な
企
業
を
引
き
付
け
、
現
地
雇

用
を
拡
大
さ
せ
、
ア
セ
ア
ン
地
域
が
持

つ
可
能
性
の
認
識
度
を
高
め
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

弊
社
は
、
繁
栄
の
た
め
に
必
要
と
な

る
リ
ソ
ー
ス
を
す
べ
て
の
お
客
様
に
引

き
続
き
提
供
す
る
と
同
時
に
、
協
力
し

合
い
な
が
ら
目
標
を
達
成
す
る
た
め

に
、
常
に
お
客
様
の
長
期
的
な
成
功
に

貢
献
す
べ
く
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

デ
ビ
ッ
ド
・
ナ
ー
ド
ン

ヘ
マ
ラ
ー
ト
・
ラ
ン
ド 

ア
ン
ド 

デ
ィ
ベ

ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
株
式
会
社
、
工
業
団
地
・

国
際
担
当
グ
ル
ー
プ
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ

WHAグループ、
クロン・バン・カシ学校に米を寄贈
WHAグループ、
クロン・バン・カシ学校に米を寄贈

シヤパス・チャンタチャイロート法人マーケティング担当取締役（2
列目中央）に率いられたWHAコーポレーション株式会社の代表団
は、サムットプラカーンにあるクロン・バン・カシ学校を訪問し、生徒
たちの昼食用に100キログラムのジャスミン米を寄贈しました。この
貢献活動は、米の供給過剰の問題に直面しているタイの農民の支援
を目的としたものです。

WHAグループ、プミポン国王陛下を追悼

WHAコーポレーション株式会社
および同社子会社は、全従業員が
プミポン・アドゥンヤデート国王陛
下の思い出を胸に刻み、陛下の鎮
魂を祈るための特別な式典を開催
しました。亡き国王はタイの発展の
ために命を捧げ、70年間の在位期
間全体を通して国民の生活向上の
ために尽力しました。

WHAグループ

ロジスティック

公共サービスと変電

CSR

工業開発

カスタマーニュース
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INSIDE

楠本化成（タイランド）
産業・民生向け添加剤の製造・販売

トランシィ・ロジスティクス（タイランド）
海上・航空・国内・国境の各種輸送及び倉庫業

ヘマラートで更なる飛躍を目指す企業

製造業の拠点タイから全世界へ
物流と人のハーモニー企業

ローカル市場のすぐ近くに
提案型事業で顧客ニーズを掘り起こす

 

日
本
に
あ
る
親
会
社
「
日
本
ト
ラ
ン
ス
シ

テ
ィ
株
式
会
社
」
は
、
三
重
県
四
日
市
市

に
本
社
を
置
く
１
８
９
５
年
創
業
の
老
舗

総
合
物
流
企
業
。
業
界
上
位
の
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー
で
す
。
時
代
と
共
に
紡

績
、
繊
維
、
石
油
化
学
、
自
動
車
、
流
通

と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
産
業
分
野
に
対
し

て
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
取
扱
貨

物
を
増
や
し
て
き
ま
し
た
。
時
代
を
先
取

り
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
か
ら
シ
ス
テ

マ
テ
ィ
ッ
ク
な
物
流
を
創
造
す
る
。
そ
れ

が
日
本
ト
ラ
ン
ス
シ
テ
ィ
の
あ
り
方
で

す
。

　

こ
の
精
神
を
タ
イ
の
市
場
で
実
践
に
移

し
て
い
る
の
が
現
地
法
人
の
ト
ラ
ン
シ

ィ
・
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
（
タ
イ
ラ
ン
ド
）

で
す
。
１
９
９
０
年
６
月
の
設
立
。
当
時

は
、
日
系
企
業
が
タ
イ
進
出
を
本
格
化
さ

せ
よ
う
と
し
始
め
た
ち
ょ
う
ど
黎
明
期
に

当
た
り
ま
し
た
。
同
社
で
は
タ
イ
の
物
流

需
要
を
い
ち
早
く
判
断
、
そ
れ
を
足
掛
か

り
に
東
南
ア
ジ
ア
事
業
を
加
速
・
拡
大
さ

せ
て
き
ま
し
た
。
海
上
輸
送
、
航
空
輸

送
、
国
内
陸
上
輸
送
、
物
流
セ
ン
タ
ー
、

越
境
陸
上
輸
送
（
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
輸

送
）
に
つ
い
て
も
、
ア
セ
ア
ン
経
済
共
同

体
（
Ａ
Ｅ
Ｃ
）
発
足
を
見
据
え
、
以
前
か

ら
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
製

造
業
の
拠
点
タ
イ
を
ハ
ブ
と
し
た
グ
ロ
ー

バ
ル
な
物
流
シ
ス
テ
ム
の
構
築
。
タ
イ
か

ら
全
世
界
へ
。
そ
れ
が
同
社
の
社
会
的
使

命
と
考
え
て
の
こ
と
で
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
の
海
外
進
出
は
早
く
、
８０
年

に
北
米
市
場
に
進
出
、
次
い
で
選
ば
れ
た

重
要
拠
点
が
、
東
南
ア
ジ
ア
の
中
心
地
タ

イ
で
し
た
。
以
降
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
フ

ィ
リ
ピ
ン
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
、
ベ
ト
ナ
ム
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
…
。
東
南

ア
ジ
ア
市
場
は
今
で
は
グ
ル
ー
プ
の
重
要

な
戦
略
拠
点
と
な
る
ま
で
に
、
そ
の
存
在

感
は
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
高
い
経
済
成
長

が
見
込
ま
れ
る
タ
イ
の
隣
国
ミ
ャ
ン
マ
ー

に
も
駐
在
員
事
務
所
を
置
い
て
、
こ
の
地

域
で
の
物
流
シ
ス
テ
ム
を
支
え
て
い
ま

す
。

　

東
部
ラ
ヨ
ー
ン
県
の
ア
マ
タ
・
シ
テ
ィ

工
業
団
地
内
、
お
よ
び
タ
イ
唯
一
の
深
海

港
レ
ム
チ
ャ
バ
ン
港
近
く
に
展
開
し
て
い

る
の
が
、
同
社
の
物
流
セ
ン
タ
ー
で
す
。

自
動
車
、
電
機
、
電
子
の
各
種
部
品
な
ど

多
岐
に
わ
た
る
商
材
・
貨
物
を
取
り
扱
っ

て
い
ま
す
。
い
ず
れ
の
物
流
セ
ン
タ
ー
も

交
通
至
便
の
絶
好
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
建

て
ら
れ
お
り
、
タ
イ
ム
ロ
ス
や
機
会
の
無

駄
を
許
し
ま
せ
ん
。
顧
客
企
業
の
工
場
等

と
も
近
く
、
そ
れ
が
信
頼
の
向
上
に
も
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

取
引
企
業
や
取
扱
量
の
拡
大
か
ら
、
今

年
３
月
に
新
た
な
物
流
セ
ン
タ
ー
を
東
部

エ
リ
ア
に
オ
ー
プ
ン
さ
せ
ま
し
た
。
立
地

場
所
と
し
て
選
ば
れ
た
の
が
、
ヘ
マ
ラ
ー

ト
社
が
展
開
す
る
物
流
倉
庫
群
「
ヘ
マ
ラ

ー
ト
・
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
パ
ー
ク
１
」

（
Ｈ
Ｌ
Ｐ
１
）
で
す
。
こ
こ
に
延
べ
床
面

積
３
８
０
０
㎡
の
新
倉
庫
を
構
え
ま
し

た
。
レ
ム
チ
ャ
バ
ン
港
か
ら
わ
ず
か
２０
キ

ロ
。
主
要
幹
線
道
路
も
す
ぐ
目
の
前
。
同

社
で
は
、
ハ
イ
テ
ク
分
野
な
ど
今
後
の
基

幹
産
業
に
も
対
応
し
た
新
た
な
重
要
物
流

拠
点
と
し
て
機
能
さ
せ
て
い
く
方
針
で

す
。

　

ヘ
マ
ラ
ー
ト
社
の
Ｈ
Ｌ
Ｐ
１
を
選
ん
だ

理
由
に
つ
い
て
、
川
村
健
治
マ
ネ
ジ
ン

グ
・
ダ
イ
レ
ク
タ
ー
は
「
（
ヘ
マ
ラ
ー
ト

社
）
ス
タ
ッ
フ
と
の
信
頼
関
係
と
彼
ら
の

誠
実
さ
」
を
第
一
に
挙
げ
て
い
ま
す
。
立

地
条
件
は
も
と
よ
り
、
付
近
一
帯
の
物
流

事
情
や
税
関
に
つ
い
て
「
親
身
に
な
っ
て

相
談
に
乗
っ
て
も
ら
い
、
た
く
さ
ん
の
適

格
で
有
益
な
情
報
を
寄
せ
て
く
れ
た
」
と

話
し
ま
す
。
豊
富
な
デ
ー
タ
に
裏
付
け
ら

れ
た
き
め
の
細
か
い
対
応
。
物
流
と
人
の

ハ
ー
モ
ニ
ー
。
こ
う
し
た
こ
と
が
決
め
手

と
な
っ
た
と
明
ら
か
に
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　

当
該
地
域
は
、
タ
イ
政
府
が
注
力
し
て

進
め
て
い
る
東
部
経
済
回
廊
（
Ｅ
Ｅ
Ｃ
）

の
ル
ー
ト
上
と
も
重
な
り
ま
す
。
政
府
は

こ
こ
に
少
な
く
と
も
５
０
０
０
億
バ
ー
ツ

を
拠
出
し
て
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
進
め
る
考

え
で
す
。
港
湾
施
設
の
整
備
や
ウ
タ
パ
オ
空
港

の
拡
張
、
高
速
鉄
道
の
敷
設
な
ど
の
検
討
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
Ｈ
Ｌ
Ｐ
１
へ
の
進
出
は
そ

の
ア
プ
ロ
ー
チ
へ
の
第
１
歩
。
同
社
の
さ
ら
な

る
躍
進
が
、
ヘ
マ
ラ
ー
ト
社
の
物
流
サ
ー
ビ
ス

か
ら
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

楠
本
化
成
（
タ
イ
ラ
ン
ド
）
は
ヘ
マ
ラ

ー
ト
・
イ
ー
ス
タ
ン
・
シ
ー
ボ
ー
ド
工
業

団
地
に
設
立
さ
れ
、
２
０
１
７
年
２
月
に

開
所
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
東
京
に
本
社

を
置
く
「
楠
本
化
成
」
が
親
会
社
で
、
タ

イ
事
業
の
中
心
と
な
る
添
加
剤
の
製
造
・

販
売
の
ほ
か
、
化
成
品
商
材
全
般
を
扱
う

商
社
事
業
、
環
境
試
験
機
の
製
造
・
販
売

な
ど
を
主
な
業
務
と
し
て
い
ま
す
。
16
年

に
は
創
業
9
0
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

海
外
市
場
へ
の
輸
出
・
販
売
は
、
欧
州

を
皮
切
り
に
１
９
８
０
年
代
半
ば
よ
り
ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
今
で
は
世
界
各
地

に
総
代
理
店
を
持
ち
、
主
要
約
20
社
と
取

り
引
き
を
行
っ
て
い
ま
す
。
技
術
力
・
営

業
力
の
高
い
代
理
店
と
組
む
こ
と
で
、
き

め
の
細
か
い
提
案
型
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
を
実
現
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
り
ま
し
た
。

　

海
外
生
産
拠
点
の
確
保
は
タ
イ
で
３
カ

所
目
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
中
国
と

イ
ン
ド
で
工
場
を
立
ち
上
げ
、
ロ
ー
カ
ル

市
場
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
添
加
剤
商
品

を
製
造
・
販
売
し
て
き
ま
し
た
。
東
南
ア

ジ
ア
の
拠
点
で
あ
る
タ
イ
に
つ
い
て
も
、

日
本
か
ら
の
輸
出
に
代
わ
る
現
地
生
産
の

必
要
性
を
当
初
よ
り
痛
感
し
て
い
た
と
こ

ろ
で
す
が
、
11
年
の
大
洪
水
を
受
け
イ
ン

ド
進
出
を
先
行
さ
せ
た
経
緯
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
度
、
満
を
持
し
て
の
タ
イ
で
の

生
産
開
始
と
な
り
ま
し
た
。

　

同
社
の
特
徴
は
、
徹
底
し
た
ロ
ー
カ
ル

市
場
志
向
に
あ
り
ま
す
。
楠
本
慶
太
社
長

も
「
当
社
の
場
合
、
取
引
先
の
日
系
企
業

が
海
外
に
進
出
す
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら

海
外
に
目
を
向
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で

は
な
く
、
そ
こ
に
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
あ
っ
た

か
ら
海
外
進
出
を
決
め
ま
し
た
。
ロ
ー
カ

ル
市
場
の
近
く
で
生
産
を
行
い
、
ニ
ー
ズ

を
掘
り
起
こ
す
。
そ
れ
が
当
社
の
事
業
の

あ
り
方
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。
実
際

に
、
タ
イ
で
の
事
業
の
約
60
％
が
ロ
ー
カ

ル
向
け
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
地
生
産
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
、
同

社
で
は
「
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
」
を

真
っ
先
に
挙
げ
ま
す
。
原
材
料
の
現
地
で

の
安
価
調
達
は
も
と
よ
り
、
顧
客
に
と
っ

て
も
輸
入
品
と
し
て
の
ス
ト
ッ
ク
を
抱
え

て
お
く
必
要
が
な
く
な
り
ま
す
。
加
え
て

手
元
に
あ
る
の
で
品
質
管
理
も
容
易
に
な

る
。
さ
ら
に
は
、
タ
イ
工
場
に
併
設
し
た

ア
プ
リ
・
ラ
ボ
で
さ
ま
ざ
ま
な
技
術
支
援

や
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
。
こ
う
し
た

一
連
の
メ
リ
ッ
ト
が
ト
ー
タ
ル
と
し
て
の

コ
ス
ト
削
減
を
実
現
さ
せ
て
い
る
の
で

す
。

　

タ
イ
工
場
の
敷
地
面
積
は
約
８
ラ
イ

（
１
ラ
イ
＝
１
６
０
０
㎡
）
。
こ
こ
に
生

産
棟
と
倉
庫
、
事
務
棟
が
並
び
ま
す
。
工

場
内
で
は
自
動
化
が
進
み
、
少
数
精
鋭
に

よ
る
、
日
本
と
変
わ
ら
な
い
高
品
質
、
高

性
能
の
製
品
を
生
産
し
て
い
ま
す
。
将
来

的
に
は
生
産
ラ
イ
ン
の
拡
張
に
も
対
応
で

き
る
よ
う
、
十
分
な
余
剰
ス
ペ
ー
ス
も
確

保
し
て
い
ま
す
。

　

東
南
ア
ジ
ア
市
場
に
つ
い
て
は
、
製
造

業
の
盛
ん
な
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や
ベ
ト
ナ

ム
、
さ
ら
に
は
将
来
性
豊
か
な
ミ
ャ
ン
マ

ー
な
ど
へ
の
関
心
が
尽
き
ま
せ
ん
。
そ
う

し
た
中
で
も
、
核
と
な
る
の
が
タ
イ
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
陸
続
き
と
い
う
輸

送
メ
リ
ッ
ト
も
成
長
へ
の
期
待
を
膨
ら
ま

せ
ま
す
。
製
造
業
の
拠
点
タ
イ
で
、
ロ
ー

カ
ル
市
場
を
対
象
に
し
っ
か
り
と
し
た
地

固
め
を
し
た
い
と
同
社
で
は
戦
略
を
描
い

て
い
ま
す
。

　

ヘ
マ
ラ
ー
ト
・
イ
ー
ス
タ
ン
・
シ
ー
ボ

ー
ド
工
業
団
地
へ
の
入
居
は
、
タ
イ
東
部

を
中
心
に
数
あ
る
工
業
団
地
を
楠
本
社
長

自
ら
が
訪
ね
、
最
終
決
断
し
ま
し
た
。

「
こ
こ
だ
！
」
と
い
う
〝
風
〞
を
感
じ
た

そ
う
で
す
。
高
台
に
あ
る
た
め
洪
水
へ
の

心
配
も
な
く
、
タ
イ
唯
一
の
深
海
港
レ
ム

チ
ャ
バ
ン
港
と
も
近
い
。
高
速
道
路
網
も

充
実
し
て
い
て
ど
こ
へ
行
く
に
も
便
利
。

さ
ら
に
は
豊
か
な
労
働
資
源
に
恵
ま
れ
雇

用
へ
の
心
配
も
少
な
い
。
そ
う
い
っ
た
こ

と
に
も
満
足
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
「
何
よ

り
も
、
ヘ
マ
ラ
ー
ト
社
の
担
当
者
の
み
な

さ
ん
が
親
身
に
な
っ
て
相
談
に
応
じ
て
く

れ
た
こ
と
が
大
き
か
っ
た
」
と
楠
本
社
長
は
話

し
ま
す
。

　

同
社
は
今
後
、
こ
の
地
で
主
力
の
添
加
剤
を

中
心
と
し
た
本
格
的
な
生
産
を
開
始
し
て
い
き

ま
す
。
「
〜
未
来
の
価
値
あ
る
技
術
革
新
の
た

め
に
〜
」
。
楠
本
化
成
グ
ル
ー
プ
が
掲
げ
る
ス

ロ
ー
ガ
ン
は
、
タ
イ
の
大
地
で
も
大
き
く
花
開

こ
う
と
し
て
い
ま
す
。

W
H
A
グ
ル
ー
プ
、ベ
ト
ナ
ム
の
ゲ
ア
ン
省
で

　
　
　
　
　
　
　
　 

初
め
て
の
工
業
団
地
を
開
発

投
資
額
1
億
米
ド
ル
に
及
ぶ
W
H
A
ヘ
マ
ラ
ー
ト
工
業
ゾ
ー
ン
は
、
ハ
ノ
イ
の
南
方
2
9
0
k
m
に
あ
る
ゲ
ア
ン
省
に
位
置
し
、
第
1
期
の
敷
地
面
積
は
4
9
8
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
占
め
、
将
来
的
に
は
合
計
3
,
2
0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
規
模
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す

　

バ
ン
コ
ク
、
2
0
1
7
年
2
月
20
日 

― 

完
全
に
統
合
さ
れ
た
物
流
・
工
業

施
設
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
分
野
に
お
け
る

タ
イ
の
リ
ー
ダ
ー
企
業
、
W
H
A
グ

ル
ー
プ
は
、
W
H
A
ヘ
マ
ラ
ー
ト
・
シ

エ
ン
コ
4
株
式
会
社
の
設
立
に
つ
い
て

ベ
ト
ナ
ム
政
府
当
局
の
認
可
を
得
た
こ

と
を
発
表
し
ま
し
た
。
こ
の
新
会
社
は
、

W
H
A
グ
ル
ー
プ
の
子
会
社
で
あ
る

W
H
A
ヘ
マ
ラ
ー
ト
・
ラ
ン
ド 

ア
ン

ド 

デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
（
S
G
）

P
T
E
株
式
会
社
とCivil 

E
n
g
in
eerin

g
 C
on
stru

ction
 

C
orporation 

N
o
. 

4
株
式
会

社
（「
シ
エ
ン
コ
4
」）
と
の
間
で
近
日

中
に
設
立
予
定
の
合
弁
会
社
で
、
ゲ
ア

ン
省
に
あ
る
ド
ン
ナ
ム
経
済
ゾ
ー
ン
内

で
「
W
H
A
ヘ
マ
ラ
ー
ト
イ
ン
ダ
ス
ト

リ
ア
ル
ゾ
ー
ン
」
の
第
1
期
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
開
発
し
ま
す
。

　

W
H
A
社
の
取
締
役
会
会
長
を
務
め

る
ソ
ム
ヨ
ッ
ト
・
ア
ナ
ン
タ
プ
ラ
ユ
ー

ン
博
士
は
、
ベ
ト
ナ
ム
の
グ
エ
ン
・
ス

ア
ン
・
フ
ッ
ク
首
相
の
主
宰
に
よ
り
ゲ

ア
ン
省
の
省
都
、ヴ
ィ
ン
市
で
開
か
れ

た
会
議
に
お
い
て
、
W
H
A
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社
と
ヘ
マ
ラ
ー

ト
・
ラ
ン
ド 

ア
ン
ド 

デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ

メ
ン
ト
株
式
会
社
を
代
表
し
、
ベ
ト
ナ

ム
に
お
け
る
W
H
A
ヘ
マ
ラ
ー
ト
社
の

投
資
の
概
略
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま

し
た
。

　

ゲ
ア
ン
の
W
H
A
ヘ
マ
ラ
ー
ト
イ
ン

ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン
は
、
総
合
的
な

工
業
ゾ
ー
ン
と
、
第
2
期
以
降
に
は
ハ

イ
テ
ク
ゾ
ー
ン
、
商
業
区
、
お
よ
び
居

住
区
の
開
発
の
両
方
で
構
成
さ
れ
、

リ
ー
ス
期
間
は
最
長
50
年
間
と
な
り
ま

す
。
最
初
に
開
発
さ
れ
る
イ
ン
フ
ラ
付

き
の
工
業
用
地
は
、
2
0
1
7
年
後
半

か
ら
賃
貸
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

　

W
H
A
社
の
グ
ル
ー
プ
最
高
経
営
責

任
者
を
務
め
る
ジ
ャ
リ
ー
ポ
ー
ン
・

ジ
ャ
ル
コ
ー
ン
サ
ク
ン
氏
は
、
正
式
な

投
資
証
書
を
受
領
し
た
後
で
、
次
の
よ

う
に
述
べ
ま
し
た
。「
W
H
A
ヘ
マ
ラ
ー

ト
・
シ
エ
ン
コ
4
株
式
会
社
に
こ
の
認

可
を
与
え
て
下
さ
っ
た
ゲ
ア
ン
省
の
自

治
体
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
弊
社
に

と
っ
て
タ
イ
国
外
で
初
め
て
の
工
業
団

地
投
資
と
な
る
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

私
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
の
重
要
な
節
目
と

な
る
も
の
で
す
。」
同
氏
は
さ
ら
に
次

の
よ
う
に
語
り
ま
し
た
。「
パ
ー
ト
ナ
ー

で
あ
る
シ
エ
ン
コ
4
社
と
共
に
こ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
で
き
る
こ
と
に
、

私
た
ち
は
心
を
躍
ら
せ
て
お
り
ま
す
。

自
動
車
、
繊
維
、
電
子
製
品
、
消
費
財
、

物
流
、
そ
の
他
多
数
の
業
界
か
ら
最
初

の
お
客
様
を
お
迎
え
で
き
る
日
を
楽
し

み
に
し
て
お
り
ま
す
。」

　

ヘ
マ
ラ
ー
ト
・
ラ
ン
ド 

ア
ン
ド 

デ
ィ

ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
株
式
会
社
の
工
業
・

海
外
担
当
グ
ル
ー
プ
・
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ

ブ
を
務
め
る
デ
ビ
ッ
ド
・
ナ
ー
ド
ン
氏

は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。「
ベ

ト
ナ
ム
は
、
現
在
で
は
ア
セ
ア
ン
に
お

い
て
重
要
な
産
業
拠
点
お
よ
び
製
造
拠

点
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
多
数
の
海
外

投
資
家
を
引
き
付
け
て
い
ま
す
。
製
造

業
の
高
い
競
争
力
に
支
え
ら
れ
、
回
復

力
豊
か
な
強
い
成
長
を
示
し
て
い
る
た

め
、
ベ
ト
ナ
ム
の
経
済
見
通
し
は
非
常

に
明
る
く
、
将
来
有
望
で
す
。
ベ
ト
ナ

ム
は
中
国
、
韓
国
や
日
本
な
ど
の
主
要

市
場
へ
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
と
し
て
戦
略

的
な
立
地
に
恵
ま
れ
て
お
り
、
弊
社
が

初
め
て
の
直
接
的
な
市
場
参
入
を
果
た

せ
る
こ
と
を
非
常
に
嬉
し
く
思
い
ま

す
。」

　

シ
エ
ン
コ
4
社
の
グ
エ
ン
・
ト
ゥ
ア

ン
・
フ
ィ
ン
会
長
は
、
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
ま
す
。「
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
た
め
に
W
H
A
ヘ
マ
ラ
ー
ト
社
と
提

携
関
係
を
結
ぶ
こ
と
が
で
き
、
喜
ば
し

く
思
い
ま
す
。
W
H
A
ヘ
マ
ラ
ー
ト
社

は
タ
イ
に
お
け
る
工
業
団
地
の
開
発
と

運
営
で
非
常
に
豊
か
な
経
験
を
お
持
ち

で
あ
り
、
そ
の
経
験
を
ベ
ト
ナ
ム
で
生

か
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。」 

　

ハ
ノ
イ
の
南
方
2
9
0
k
m
に
位
置

す
る
ゲ
ア
ン
省
は
、
ベ
ト
ナ
ム
の
全
63

省
の
中
で
最
大
の
省
で
、
3
2
0
万
人

の
人
口
を
擁
し
、
労
働
人
口
は
1
9
0

万
人
、
大
学
は
17
校
あ
り
ま
す
。
ド
ン

ナ
ム
経
済
ゾ
ー
ン
の
W
H
A
ヘ
マ
ラ
ー

ト
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン
は
、
ハ

ノ
イ
と
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
を
結
ぶ
1
A
高

速
道
路
と
鉄
道
路
線
に
隣
接
し
、ヴ
ィ

ン
国
際
空
港
か
ら
10
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

距
離
に
あ
り
、
近
隣
の
エ
リ
ア
に
は
現

在
建
設
中
ま
た
は
計
画
中
の
も
の
を
含

め
て
4
つ
の
開
港
が
あ
る
た
め
、
イ
ン

フ
ラ
に
関
し
て
優
れ
た
立
地
に
恵
ま
れ

て
い
ま
す
。 

　

W
H
A
グ
ル
ー
プ
最
高
経
営
責
任
者

を
務
め
る
ジ
ャ
リ
ー
ポ
ー
ン
・
ジ
ャ
ル

コ
ー
ン
サ
ク
ン
氏
（
中
央
）
お
よ
び
そ

の
他
の
投
資
家
は
、
ベ
ト
ナ
ム
の
グ
エ

ン
・
ス
ア
ン
・
フ
ッ
ク
首
相
の
主
宰
で

開
か
れ
た
会
議
に
お
い
て
正
式
な
投
資

証
書
を
受
領
し
ま
し
た
。
こ
の
会
議
に

は
、
中
央
党
委
員
会
の
委
員
で
ゲ
ア
ン

党
委
員
会
の
書
記
を
務
め
る
グ
エ
ン
・

ダ
ク
・
ヴ
ィ
ン
氏
（
左
端
）
と
ゲ
ア
ン

省
人
民
委
員
会
の
グ
エ
ン
・
シ
ュ
ア
ン
・

ズ
オ
ン
委
員
長
（
右
端
）
も
出
席
し
ま

し
た
。

　

そ
の
席
で
W
H
A
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
株
式
会
社
と
ヘ
マ
ラ
ー
ト
・
ラ
ン
ド 

ア
ン
ド 

デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
株
式

会
社
の
ソ
ム
ヨ
ッ
ト
・
ア
ナ
ン
タ
プ
ラ

ユ
ー
ン
取
締
役
会
会
長
は
、
ベ
ト
ナ
ム

に
お
け
る
W
H
A
ヘ
マ
ラ
ー
ト
社
の
投

資
の
概
略
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し

た
。 

　

4
者
に
よ
る
提
携
の
目
的
は
、
人
的

資
源
お
よ
び
労
働
者
の
技
能
の
開
発
を

促
進
し
、「
タ
イ
ラ
ン
ド
4
.
0
」
政

策
に
即
し
て
東
部
経
済
回
廊

（
E
E
C
）
の
発
展
を
推
進
す
る
こ
と

で
す

　

バ
ン
コ
ク
、
2
0
1
6
年
11
月
23
日 

―　

 

公
共
部
門
と
民
間
部
門
を
代
表

す
る
合
計
4
つ
の
機
関
と
企
業
は
本

日
、「
産
業
技
術
協
力
ア
カ
デ
ミ
ー
」

を
設
立
す
る
た
め
の
覚
書
（
M
o
U
）

に
署
名
し
た
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。

こ
の
ア
カ
デ
ミ
ー
は
、
ラ
ヨ
ー
ン
県
に

あ
る
イ
ー
ス
タ
ン
・
シ
ー
ボ
ー
ド
工
業

団
地
の
E
S
I
E
プ
ラ
ザ
1
に
開
設
さ

れ
る
予
定
で
す
。
4
者
は
、
東
部
経
済

回
廊
（
E
E
C
）
に
お
け
る
人
的
資
源

の
開
発
を
促
進
し
、
労
働
者
の
技
能
を

高
め
る
た
め
に
一
致
協
力
し
て
取
り
組

む
方
針
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

同
M
o
U
の
署
名
式
典
は
ヘ
マ
ラ
ー

ト
社
の
イ
ー
ス
タ
ン
・
シ
ー
ボ
ー
ド
工

業
団
地
（
E
S
I
E
）
で
開
催
さ
れ
、

以
下
の
4
者
に
よ
り
署
名
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

•
労
働
省
（
M
O
L
）
職
業
開
発
局

（
D
S
D
）、
代
表
者
テ
ィ
ー
ラ
ポ
ン
・

ク
ン
ム
ア
ン
局
長 

•
ヘ
マ
ラ
ー
ト
・
ラ
ン
ド 

ア
ン
ド 

デ
ィ

ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
株
式
会
社
、
代
表
者

ジ
ャ
リ
ー
ポ
ー
ン
・
ジ
ャ
ル
コ
ー
ン
サ

ク
ン
W
H
A
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
株
式

会
社
グ
ル
ー
プ
最
高
経
営
責
任
者
兼
ヘ

マ
ラ
ー
ト
社
副
会
長

•
モ
ン
ク
ッ
ト
王
ト
ン
ブ
リ
工
科
大
学

（
K
M
U
T
T
）、
代
表
者
サ
カ
リ
ン
ド
・

ブ
ミ
ラ
タ
ナ
学
長

•
タ
イ
・
ド
イ
ツ
職
業
訓
練
学
校

（T
G
I - T

hai-G
erm
an Institute

）、

代
表
者
ソ
ム
ワ
ン
・
ブ
ー
ン
ラ
ク
チ
ャ

ル
ー
ン
校
長

　

実
施
期
間
5
年
間
に
わ
た
る
同

M
o
U
は
、
労
働
省
、
民
間
企
業
と
教

育
機
関
の
協
力
関
係
を
強
化
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
新
た
に
設
立

さ
れ
る
「
産
業
技
術
協
力
ア
カ
デ
ミ
ー
」

で
は
、
様
々
な
業
界
で
高
ま
っ
て
い
る

個
別
の
労
働
力
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ

く
、
職
業
訓
練
コ
ー
ス
や
実
践
的
な
訓

練
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、「
タ
イ
ラ
ン
ド
4.
0
」
政
策

の
東
部
経
済
回
廊
（
E
E
C
）
と
「
イ

ン
ダ
ス
ト
リ
ー
4
.
0
」
の
コ
ン
セ
プ

ト
の
開
発
が
促
進
さ
れ
ま
す
。 

　

W
H
A
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
グ

ル
ー
プ
最
高
経
営
責
任
者
を
務
め
る

ジ
ャ
リ
ー
ポ
ー
ン
・
ジ
ャ
ル
コ
ー
ン
サ

ク
ン
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま

す
。「
W
H
A
グ
ル
ー
プ
は
、
ヘ
マ
ラ
ー

ト
社
の
工
業
団
地
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
と
入
居
企
業
の
皆
様
に
対
し
、

イ
ー
ス
タ
ン
・
シ
ー
ボ
ー
ド
工
業
団
地

と
ヘ
マ
ラ
ー
ト
工
業
団
地
内
に
立
地
す

る
企
業
の
従
業
員
に
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム

参
加
の
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。
私
た
ち
の
共
通
の
目
標
は
、

今
後
1
2
か
月
間
に
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
十
分
な
訓
練
を
受
け
た
技
能
労
働
者

を
10
万
人
養
成
す
る
こ
と
で
す
。」

　

労
働
省
（
M
O
L
）
の
M
.
L
プ
ン

ト
リ
ク
・
ス
ミ
テ
ィ
事
務
次
官
は
ス

ピ
ー
チ
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
ま
し

た
。「
こ
れ
は
、
労
働
省
の
技
能
開
発

促
進
法
（
仏
歴
2
5
4
5
年
制
定
）
に

即
し
、
タ
イ
の
競
争
力
を
維
持
す
る
た

め
の
素
晴
ら
し
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

す
。
私
た
ち
は
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
開
発

モ
デ
ル
と
キ
ャ
リ
ア
開
発
計
画
を
策
定

し
、
試
験
的
な
シ
ス
テ
ム
を
提
供
し
て
、

高
度
な
ス
キ
ル
標
準
を
確
立
す
る
こ
と

を
意
図
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
投
資

家
の
信
頼
を
勝
ち
得
る
た
め
に
必
要
不

可
欠
で
す
。」

　

モ
ン
ク
ッ
ト
王
ト
ン
ブ
リ
工
科
大

学
（
K
M
U
T
T
）
の
学
長
を
務
め
る

サ
カ
リ
ン
ド
・
ブ
ミ
ラ
タ
ナ
博
士
は
、

S
T
E
M
（
科
学
、
技
術
、
工
学
お
よ

び
数
学
）
を
ベ
ー
ス
と
し
た
訓
練
の
重

要
性
を
強
調
し
ま
し
た
。「
こ
の
協
力

事
業
に
よ
り
、
あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
に
お

け
る
職
場
ベ
ー
ス
の
訓
練
が
深
ま
り
ま

す
。
私
た
ち
は
、
技
能
労
働
者
の
プ
ー

ル
を
拡
大
す
る
お
手
伝
い
が
で
き
る
こ

と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。」
と

博
士
は
語
っ
て
い
ま

す
。

　

タ
イ
・
ド
イ
ツ
職
業

訓
練
学
校
（
T
G
I
）

の
ソ
ム
ワ
ン
・
ブ
ー
ン

ラ
ク
チ
ャ
ル
ー
ン
校
長

は
、
次
の
よ
う
に
説
明

し
て
い
ま
す
。「
私
た

ち
は
技
能
向
上
プ
ロ
グ

ラ
ム
と
、
ワ
ー
ル
ド
ク

ラ
ス
の
労
働
力
を
開
発

す
る
た
め
の
コ
ー
ス
の

実
施
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
ア
カ
デ
ミ
ー
の

講
師
た
ち
は
、
地
域
内

に
お
け
る
比
較
優
位
性

を
生
み
出
し
て
維
持
す

る
た
め
の
戦
略
的
な
ア

プ
ロ
ー
チ
を
教
え
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。」

　

ジ
ャ
リ
ー
ポ
ー
ン
氏

は
、
次
の
よ
う
に
力
強
く
述
べ
て
い
ま

す
。「
政
府
に
よ
り
『「
タ
イ
ラ
ン
ド

4.
0
」
の
コ
ン
セ
プ
ト
が
発
案
さ
れ
、

東
部
経
済
回
廊
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
開
始

さ
れ
て
以
降
、
W
H
A
は
こ
の
共
同
努

力
に
参
加
す
る
た
め
に
全
面
的
な
支
援

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
本
日
、
パ
ー
ト

ナ
ー
の
皆
様
と
共
に
こ
の
M
o
U
に
署

名
し
、
そ
の
履
行
に
お
い
て
積
極
的
な

役
割
を
担
え
る
こ
と
を
非
常
に
嬉
し
く

思
い
ま
す
。」

　
「
こ
の
産
業
技
術
協
力
ア
カ
デ
ミ
ー

は
、
政
府
機
関
、
教
育
機
関
、
そ
し
て

民
間
企
業
が
我
が
国
の
メ
リ
ッ
ト
の
た

め
に
協
力
し
合
っ
た
場
合
に
何
が
で
き

る
か
を
如
実
に
示
し
て
い
ま
す
。」

W
H
A
グ
ル
ー
プ
、
覚
書
に
署
名 

 

「
産
業
技
術
協
力
ア
カ
デ
ミ
ー
」 

の
創
設
で

写真は、署名式典に出席したヘマラート社のジャクリット・チャイサニット共同最高経営責任者（左端）、モンク
ット王トンブリ工科大学産業教育・技術学部のシッティチャイ・ケーウクークーン準教授（左から2人目）、
WHAコーポレーション社のジャリーポーン・ジャルコーンサクングループ最高経営責任者（左から3人目）、労
働省（MOL）のMLプントリク・スミティ事務次官（中央左側）、スラサック・チャルーンシリチョットラヨーン県
知事（中央右側）、技術開発局（DSD）のティーラポン・クンムアン局長（右から3人目）、タイ・ドイツ研究所
（TGI）のソムワン・ブーンラクチャルーン所長（右から2人目）およびヘマラート社のデビッド・ナードン工業・
国際担当グループ・エグゼクティブ（右端）。

　

ワ
ー
ル
ド
ク
ラ
ス
の
タ
イ
ヤ
メ
ー

カ
ー
で
あ
る
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
・
タ
イ

ヤ
（
タ
イ
ラ
ン
ド
）
株
式
会
社
は
先
日
、

ラ
ヨ
ー
ン
県
の
ヘ
マ
ラ
ー
ト
・
イ
ー
ス

タ
ン
・
シ
ー
ボ
ー
ド
工
業
団
地
4
（
ヘ

マ
ラ
ー
ト
E
S
I
E 

4
）
に
お
い
て
、

乗
用
車
用
グ
リ
ー
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
工
場

の
杭
打
ち
式
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の

工
場
に
は
特
殊
な
技
術
が
導
入
さ
れ
、

タ
イ
国
内
と
輸
出
向
け
の
両
方
の
自
動

車
市
場
に
製
品
が
供
給
さ
れ
ま
す
。

　

写
真
は
、
式
典
に
出
席
し
た
W
H
A
コ
ー

ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社
の
ソ
ム
ヨ
ッ
ト
・

ア
ナ
ン
タ
プ
ラ
ユ
ー
ン
取
締
役
会
長
（
前
列

右
か
ら
6
人
目
）、
ヘ
マ
ラ
ー
ト
・
ラ
ン
ド 

ア
ン
ド 

デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
株
式
会
社
の

デ
ビ
ッ
ド
・
ナ
ー
ド
ン
工
業
・
国
際
担
当
グ

ル
ー
プ
・
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
（
前
列
右
か
ら

5
人
目
）
と
ウ
ィ
ワ
ッ
ト
・
ジ
ラ
テ
ィ
カ
ー

ン
サ
ク
ン
工
業
・
海
外
担
当
最
高
執
行
責
任

者
（
前
列
右
か
ら
4
人
目
）、
P
L
T
グ
リ
ー

ン
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ラ
ヨ
ー
ン
社
の
マ
イ
ケ
ル
・

エ
イ
ナ
ー
（M

ichael E
gner

）
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
（
前
列
左
か
ら
4
人

目
）、
お
よ
び
両
社
の
経
営
陣
。

コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
社
、

ヘ
マ
ラ
ー
ト
E
S
I
E 

4
で
杭
打
ち
式
を
開
催

コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
社
、

ヘ
マ
ラ
ー
ト
E
S
I
E 

4
で
杭
打
ち
式
を
開
催

投
資
額
1
億
米
ド
ル
に
及
ぶ
W
H
A
ヘ
マ
ラ
ー
ト
工
業
団
地
は
、
ハ
ノ
イ
の
南
方
2
9
0
k
m

に
あ
る
ゲ
ア
ン
省
に
位
置
し
、
第
1
期
の
敷
地
面
積
は
4
9
8
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
占
め
、
将
来
的

に
は
合
計
3,
2
0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
規
模
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す

　
ベ
ト
ナ
ム
の
グ
エ
ン
・
ス
ア
ン
・

フ
ッ
ク
首
相
（
右
か
ら
3
人
目
）
と

共
に
写
真
に
収
ま
る
W
H
A
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
社
と
ヘ
マ
ラ
ー
ト
社
の

ソ
ム
ヨ
ッ
ト
・
ア
ナ
ン
タ
プ
ラ
ユ
ー

ン
取
締
役
会
会
長
（
中
央
）、
W
H
A

の
ジ
ャ
リ
ー
ポ
ー
ン
・
ジ
ャ
ル
コ
ー

ン
サ
ク
ン 

グ
ル
ー
プ
（
左
か
ら
4
人

目
）、
ヘ
マ
ラ
ー
ト
社
の
デ
ビ
ッ
ド
・

ナ
ー
ド
ン
工
業
団
地
・
海
外
担
当
グ

ル
ー
プ
・
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
（
右
か

ら
2
人
目
）。

上場初日、初値は28バーツ
　

ソ
ム
ヨ
ッ
ト
・
ア
ナ
ン
タ
プ
ラ
ユ
ー

ン
社
長
（
中
央
）、
W
H
A
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
株
式
会
社
の
ジ
ャ
リ
ー
ポ
ー

ン
・
ジ
ャ
ル
コ
ー
ン
サ
ク
ン
社
長
（
右

か
ら
3
人
目
） 

、
ウ
ェ
ッ
ト
・
ヌ
ッ
チ
ャ

ル
ー
ン
社
外
取
締
役
兼
監
査
委
員
長

（
右
か
ら
2
人
目
） 

、
W
H
A
ユ
ー
テ
ィ

リ
テ
ィ
ー
ズ
・
ア
ン
ド
・
パ
ワ
ー
株
式

会
社
の
ウ
ィ
サ
ー
ト
・
チ
ュ
ン
ワ
タ
ナ

執
行
取
締
役
（
右
端
）、ス
テ
ィ
パ
ッ
ト
・

セ
リ
ラ
ッ
ト
サ
イ
ア
ム
商
業
銀
行
株
式

会
社
（
S
C
B
）
投
資
銀
行
業
務
担
当

副
社
長
兼
財
務
顧
問
（
左
か
ら
2
人

目
）、
タ
イ
証
券
取
引
所
の
ケ
サ
ラ
・

マ
ン
チ
ュ
ス
リ
ー
理
事
長
（
左
か
ら
3

人
目
）
と
サ
ン
テ
ィ
・
キ
ラ
ナ
ン
上
級

執
行
副
理
事
長
兼
発
行
者
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
部
門
責
任
者

　

以
上
の
全
員
が
W
H
A
U
P
社
株
式

上
場
初
日
記
念
式
典
に
出
席
し
ま
し

た
。
タ
イ
証
券
取
引
所
で
の
初
値
は
、

公
募
価
格
26
.
25
バ
ー
ツ
よ
り
6
.
67

バ
ー
ツ
高
い
28
バ
ー
ツ
と
な
り
ま
し

た
。
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FOLD
↓

INSIDE

楠本化成（タイランド）
産業・民生向け添加剤の製造・販売

トランシィ・ロジスティクス（タイランド）
海上・航空・国内・国境の各種輸送及び倉庫業

ヘマラートで更なる飛躍を目指す企業

製造業の拠点タイから全世界へ
物流と人のハーモニー企業

ローカル市場のすぐ近くに
提案型事業で顧客ニーズを掘り起こす

 

日
本
に
あ
る
親
会
社
「
日
本
ト
ラ
ン
ス
シ

テ
ィ
株
式
会
社
」
は
、
三
重
県
四
日
市
市

に
本
社
を
置
く
１
８
９
５
年
創
業
の
老
舗

総
合
物
流
企
業
。
業
界
上
位
の
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー
で
す
。
時
代
と
共
に
紡

績
、
繊
維
、
石
油
化
学
、
自
動
車
、
流
通

と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
産
業
分
野
に
対
し

て
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
取
扱
貨

物
を
増
や
し
て
き
ま
し
た
。
時
代
を
先
取

り
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
か
ら
シ
ス
テ

マ
テ
ィ
ッ
ク
な
物
流
を
創
造
す
る
。
そ
れ

が
日
本
ト
ラ
ン
ス
シ
テ
ィ
の
あ
り
方
で

す
。

　

こ
の
精
神
を
タ
イ
の
市
場
で
実
践
に
移

し
て
い
る
の
が
現
地
法
人
の
ト
ラ
ン
シ

ィ
・
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
（
タ
イ
ラ
ン
ド
）

で
す
。
１
９
９
０
年
６
月
の
設
立
。
当
時

は
、
日
系
企
業
が
タ
イ
進
出
を
本
格
化
さ

せ
よ
う
と
し
始
め
た
ち
ょ
う
ど
黎
明
期
に

当
た
り
ま
し
た
。
同
社
で
は
タ
イ
の
物
流

需
要
を
い
ち
早
く
判
断
、
そ
れ
を
足
掛
か

り
に
東
南
ア
ジ
ア
事
業
を
加
速
・
拡
大
さ

せ
て
き
ま
し
た
。
海
上
輸
送
、
航
空
輸

送
、
国
内
陸
上
輸
送
、
物
流
セ
ン
タ
ー
、

越
境
陸
上
輸
送
（
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
輸

送
）
に
つ
い
て
も
、
ア
セ
ア
ン
経
済
共
同

体
（
Ａ
Ｅ
Ｃ
）
発
足
を
見
据
え
、
以
前
か

ら
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
製

造
業
の
拠
点
タ
イ
を
ハ
ブ
と
し
た
グ
ロ
ー

バ
ル
な
物
流
シ
ス
テ
ム
の
構
築
。
タ
イ
か

ら
全
世
界
へ
。
そ
れ
が
同
社
の
社
会
的
使

命
と
考
え
て
の
こ
と
で
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
の
海
外
進
出
は
早
く
、
８０
年

に
北
米
市
場
に
進
出
、
次
い
で
選
ば
れ
た

重
要
拠
点
が
、
東
南
ア
ジ
ア
の
中
心
地
タ

イ
で
し
た
。
以
降
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
フ

ィ
リ
ピ
ン
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
、
ベ
ト
ナ
ム
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
…
。
東
南

ア
ジ
ア
市
場
は
今
で
は
グ
ル
ー
プ
の
重
要

な
戦
略
拠
点
と
な
る
ま
で
に
、
そ
の
存
在

感
は
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
高
い
経
済
成
長

が
見
込
ま
れ
る
タ
イ
の
隣
国
ミ
ャ
ン
マ
ー

に
も
駐
在
員
事
務
所
を
置
い
て
、
こ
の
地

域
で
の
物
流
シ
ス
テ
ム
を
支
え
て
い
ま

す
。

　

東
部
ラ
ヨ
ー
ン
県
の
ア
マ
タ
・
シ
テ
ィ

工
業
団
地
内
、
お
よ
び
タ
イ
唯
一
の
深
海

港
レ
ム
チ
ャ
バ
ン
港
近
く
に
展
開
し
て
い

る
の
が
、
同
社
の
物
流
セ
ン
タ
ー
で
す
。

自
動
車
、
電
機
、
電
子
の
各
種
部
品
な
ど

多
岐
に
わ
た
る
商
材
・
貨
物
を
取
り
扱
っ

て
い
ま
す
。
い
ず
れ
の
物
流
セ
ン
タ
ー
も

交
通
至
便
の
絶
好
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
建

て
ら
れ
お
り
、
タ
イ
ム
ロ
ス
や
機
会
の
無

駄
を
許
し
ま
せ
ん
。
顧
客
企
業
の
工
場
等

と
も
近
く
、
そ
れ
が
信
頼
の
向
上
に
も
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

取
引
企
業
や
取
扱
量
の
拡
大
か
ら
、
今

年
３
月
に
新
た
な
物
流
セ
ン
タ
ー
を
東
部

エ
リ
ア
に
オ
ー
プ
ン
さ
せ
ま
し
た
。
立
地

場
所
と
し
て
選
ば
れ
た
の
が
、
ヘ
マ
ラ
ー

ト
社
が
展
開
す
る
物
流
倉
庫
群
「
ヘ
マ
ラ

ー
ト
・
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
パ
ー
ク
１
」

（
Ｈ
Ｌ
Ｐ
１
）
で
す
。
こ
こ
に
延
べ
床
面

積
３
８
０
０
㎡
の
新
倉
庫
を
構
え
ま
し

た
。
レ
ム
チ
ャ
バ
ン
港
か
ら
わ
ず
か
２０
キ

ロ
。
主
要
幹
線
道
路
も
す
ぐ
目
の
前
。
同

社
で
は
、
ハ
イ
テ
ク
分
野
な
ど
今
後
の
基

幹
産
業
に
も
対
応
し
た
新
た
な
重
要
物
流

拠
点
と
し
て
機
能
さ
せ
て
い
く
方
針
で

す
。

　

ヘ
マ
ラ
ー
ト
社
の
Ｈ
Ｌ
Ｐ
１
を
選
ん
だ

理
由
に
つ
い
て
、
川
村
健
治
マ
ネ
ジ
ン

グ
・
ダ
イ
レ
ク
タ
ー
は
「
（
ヘ
マ
ラ
ー
ト

社
）
ス
タ
ッ
フ
と
の
信
頼
関
係
と
彼
ら
の

誠
実
さ
」
を
第
一
に
挙
げ
て
い
ま
す
。
立

地
条
件
は
も
と
よ
り
、
付
近
一
帯
の
物
流

事
情
や
税
関
に
つ
い
て
「
親
身
に
な
っ
て

相
談
に
乗
っ
て
も
ら
い
、
た
く
さ
ん
の
適

格
で
有
益
な
情
報
を
寄
せ
て
く
れ
た
」
と

話
し
ま
す
。
豊
富
な
デ
ー
タ
に
裏
付
け
ら

れ
た
き
め
の
細
か
い
対
応
。
物
流
と
人
の

ハ
ー
モ
ニ
ー
。
こ
う
し
た
こ
と
が
決
め
手

と
な
っ
た
と
明
ら
か
に
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　

当
該
地
域
は
、
タ
イ
政
府
が
注
力
し
て

進
め
て
い
る
東
部
経
済
回
廊
（
Ｅ
Ｅ
Ｃ
）

の
ル
ー
ト
上
と
も
重
な
り
ま
す
。
政
府
は

こ
こ
に
少
な
く
と
も
５
０
０
０
億
バ
ー
ツ

を
拠
出
し
て
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
進
め
る
考

え
で
す
。
港
湾
施
設
の
整
備
や
ウ
タ
パ
オ
空
港

の
拡
張
、
高
速
鉄
道
の
敷
設
な
ど
の
検
討
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
Ｈ
Ｌ
Ｐ
１
へ
の
進
出
は
そ

の
ア
プ
ロ
ー
チ
へ
の
第
１
歩
。
同
社
の
さ
ら
な

る
躍
進
が
、
ヘ
マ
ラ
ー
ト
社
の
物
流
サ
ー
ビ
ス

か
ら
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

楠
本
化
成
（
タ
イ
ラ
ン
ド
）
は
ヘ
マ
ラ

ー
ト
・
イ
ー
ス
タ
ン
・
シ
ー
ボ
ー
ド
工
業

団
地
に
設
立
さ
れ
、
２
０
１
７
年
２
月
に

開
所
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
東
京
に
本
社

を
置
く
「
楠
本
化
成
」
が
親
会
社
で
、
タ

イ
事
業
の
中
心
と
な
る
添
加
剤
の
製
造
・

販
売
の
ほ
か
、
化
成
品
商
材
全
般
を
扱
う

商
社
事
業
、
環
境
試
験
機
の
製
造
・
販
売

な
ど
を
主
な
業
務
と
し
て
い
ま
す
。
16
年

に
は
創
業
9
0
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

海
外
市
場
へ
の
輸
出
・
販
売
は
、
欧
州

を
皮
切
り
に
１
９
８
０
年
代
半
ば
よ
り
ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
今
で
は
世
界
各
地

に
総
代
理
店
を
持
ち
、
主
要
約
20
社
と
取

り
引
き
を
行
っ
て
い
ま
す
。
技
術
力
・
営

業
力
の
高
い
代
理
店
と
組
む
こ
と
で
、
き

め
の
細
か
い
提
案
型
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
を
実
現
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
り
ま
し
た
。

　

海
外
生
産
拠
点
の
確
保
は
タ
イ
で
３
カ

所
目
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
中
国
と

イ
ン
ド
で
工
場
を
立
ち
上
げ
、
ロ
ー
カ
ル

市
場
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
添
加
剤
商
品

を
製
造
・
販
売
し
て
き
ま
し
た
。
東
南
ア

ジ
ア
の
拠
点
で
あ
る
タ
イ
に
つ
い
て
も
、

日
本
か
ら
の
輸
出
に
代
わ
る
現
地
生
産
の

必
要
性
を
当
初
よ
り
痛
感
し
て
い
た
と
こ

ろ
で
す
が
、
11
年
の
大
洪
水
を
受
け
イ
ン

ド
進
出
を
先
行
さ
せ
た
経
緯
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
度
、
満
を
持
し
て
の
タ
イ
で
の

生
産
開
始
と
な
り
ま
し
た
。

　

同
社
の
特
徴
は
、
徹
底
し
た
ロ
ー
カ
ル

市
場
志
向
に
あ
り
ま
す
。
楠
本
慶
太
社
長

も
「
当
社
の
場
合
、
取
引
先
の
日
系
企
業

が
海
外
に
進
出
す
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら

海
外
に
目
を
向
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で

は
な
く
、
そ
こ
に
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
あ
っ
た

か
ら
海
外
進
出
を
決
め
ま
し
た
。
ロ
ー
カ

ル
市
場
の
近
く
で
生
産
を
行
い
、
ニ
ー
ズ

を
掘
り
起
こ
す
。
そ
れ
が
当
社
の
事
業
の

あ
り
方
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。
実
際

に
、
タ
イ
で
の
事
業
の
約
60
％
が
ロ
ー
カ

ル
向
け
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
地
生
産
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
、
同

社
で
は
「
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
」
を

真
っ
先
に
挙
げ
ま
す
。
原
材
料
の
現
地
で

の
安
価
調
達
は
も
と
よ
り
、
顧
客
に
と
っ

て
も
輸
入
品
と
し
て
の
ス
ト
ッ
ク
を
抱
え

て
お
く
必
要
が
な
く
な
り
ま
す
。
加
え
て

手
元
に
あ
る
の
で
品
質
管
理
も
容
易
に
な

る
。
さ
ら
に
は
、
タ
イ
工
場
に
併
設
し
た

ア
プ
リ
・
ラ
ボ
で
さ
ま
ざ
ま
な
技
術
支
援

や
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
。
こ
う
し
た

一
連
の
メ
リ
ッ
ト
が
ト
ー
タ
ル
と
し
て
の

コ
ス
ト
削
減
を
実
現
さ
せ
て
い
る
の
で

す
。

　

タ
イ
工
場
の
敷
地
面
積
は
約
８
ラ
イ

（
１
ラ
イ
＝
１
６
０
０
㎡
）
。
こ
こ
に
生

産
棟
と
倉
庫
、
事
務
棟
が
並
び
ま
す
。
工

場
内
で
は
自
動
化
が
進
み
、
少
数
精
鋭
に

よ
る
、
日
本
と
変
わ
ら
な
い
高
品
質
、
高

性
能
の
製
品
を
生
産
し
て
い
ま
す
。
将
来

的
に
は
生
産
ラ
イ
ン
の
拡
張
に
も
対
応
で

き
る
よ
う
、
十
分
な
余
剰
ス
ペ
ー
ス
も
確

保
し
て
い
ま
す
。

　

東
南
ア
ジ
ア
市
場
に
つ
い
て
は
、
製
造

業
の
盛
ん
な
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や
ベ
ト
ナ

ム
、
さ
ら
に
は
将
来
性
豊
か
な
ミ
ャ
ン
マ

ー
な
ど
へ
の
関
心
が
尽
き
ま
せ
ん
。
そ
う

し
た
中
で
も
、
核
と
な
る
の
が
タ
イ
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
陸
続
き
と
い
う
輸

送
メ
リ
ッ
ト
も
成
長
へ
の
期
待
を
膨
ら
ま

せ
ま
す
。
製
造
業
の
拠
点
タ
イ
で
、
ロ
ー

カ
ル
市
場
を
対
象
に
し
っ
か
り
と
し
た
地

固
め
を
し
た
い
と
同
社
で
は
戦
略
を
描
い

て
い
ま
す
。

　

ヘ
マ
ラ
ー
ト
・
イ
ー
ス
タ
ン
・
シ
ー
ボ

ー
ド
工
業
団
地
へ
の
入
居
は
、
タ
イ
東
部

を
中
心
に
数
あ
る
工
業
団
地
を
楠
本
社
長

自
ら
が
訪
ね
、
最
終
決
断
し
ま
し
た
。

「
こ
こ
だ
！
」
と
い
う
〝
風
〞
を
感
じ
た

そ
う
で
す
。
高
台
に
あ
る
た
め
洪
水
へ
の

心
配
も
な
く
、
タ
イ
唯
一
の
深
海
港
レ
ム

チ
ャ
バ
ン
港
と
も
近
い
。
高
速
道
路
網
も

充
実
し
て
い
て
ど
こ
へ
行
く
に
も
便
利
。

さ
ら
に
は
豊
か
な
労
働
資
源
に
恵
ま
れ
雇

用
へ
の
心
配
も
少
な
い
。
そ
う
い
っ
た
こ

と
に
も
満
足
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
「
何
よ

り
も
、
ヘ
マ
ラ
ー
ト
社
の
担
当
者
の
み
な

さ
ん
が
親
身
に
な
っ
て
相
談
に
応
じ
て
く

れ
た
こ
と
が
大
き
か
っ
た
」
と
楠
本
社
長
は
話

し
ま
す
。

　

同
社
は
今
後
、
こ
の
地
で
主
力
の
添
加
剤
を

中
心
と
し
た
本
格
的
な
生
産
を
開
始
し
て
い
き

ま
す
。
「
〜
未
来
の
価
値
あ
る
技
術
革
新
の
た

め
に
〜
」
。
楠
本
化
成
グ
ル
ー
プ
が
掲
げ
る
ス

ロ
ー
ガ
ン
は
、
タ
イ
の
大
地
で
も
大
き
く
花
開

こ
う
と
し
て
い
ま
す
。

W
H
A
グ
ル
ー
プ
、ベ
ト
ナ
ム
の
ゲ
ア
ン
省
で

　
　
　
　
　
　
　
　 

初
め
て
の
工
業
団
地
を
開
発

投
資
額
1
億
米
ド
ル
に
及
ぶ
W
H
A
ヘ
マ
ラ
ー
ト
工
業
ゾ
ー
ン
は
、
ハ
ノ
イ
の
南
方
2
9
0
k
m
に
あ
る
ゲ
ア
ン
省
に
位
置
し
、
第
1
期
の
敷
地
面
積
は
4
9
8
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
占
め
、
将
来
的
に
は
合
計
3
,
2
0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
規
模
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す

　

バ
ン
コ
ク
、
2
0
1
7
年
2
月
20
日 

― 

完
全
に
統
合
さ
れ
た
物
流
・
工
業

施
設
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
分
野
に
お
け
る

タ
イ
の
リ
ー
ダ
ー
企
業
、
W
H
A
グ

ル
ー
プ
は
、
W
H
A
ヘ
マ
ラ
ー
ト
・
シ

エ
ン
コ
4
株
式
会
社
の
設
立
に
つ
い
て

ベ
ト
ナ
ム
政
府
当
局
の
認
可
を
得
た
こ

と
を
発
表
し
ま
し
た
。
こ
の
新
会
社
は
、

W
H
A
グ
ル
ー
プ
の
子
会
社
で
あ
る

W
H
A
ヘ
マ
ラ
ー
ト
・
ラ
ン
ド 

ア
ン

ド 

デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
（
S
G
）

P
T
E
株
式
会
社
とCivil 

E
n
g
in
eerin

g
 C
on
stru

ction
 

C
orporation 

N
o
. 

4
株
式
会

社
（「
シ
エ
ン
コ
4
」）
と
の
間
で
近
日

中
に
設
立
予
定
の
合
弁
会
社
で
、
ゲ
ア

ン
省
に
あ
る
ド
ン
ナ
ム
経
済
ゾ
ー
ン
内

で
「
W
H
A
ヘ
マ
ラ
ー
ト
イ
ン
ダ
ス
ト

リ
ア
ル
ゾ
ー
ン
」
の
第
1
期
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
開
発
し
ま
す
。

　

W
H
A
社
の
取
締
役
会
会
長
を
務
め

る
ソ
ム
ヨ
ッ
ト
・
ア
ナ
ン
タ
プ
ラ
ユ
ー

ン
博
士
は
、
ベ
ト
ナ
ム
の
グ
エ
ン
・
ス

ア
ン
・
フ
ッ
ク
首
相
の
主
宰
に
よ
り
ゲ

ア
ン
省
の
省
都
、ヴ
ィ
ン
市
で
開
か
れ

た
会
議
に
お
い
て
、
W
H
A
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社
と
ヘ
マ
ラ
ー

ト
・
ラ
ン
ド 

ア
ン
ド 

デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ

メ
ン
ト
株
式
会
社
を
代
表
し
、
ベ
ト
ナ

ム
に
お
け
る
W
H
A
ヘ
マ
ラ
ー
ト
社
の

投
資
の
概
略
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま

し
た
。

　

ゲ
ア
ン
の
W
H
A
ヘ
マ
ラ
ー
ト
イ
ン

ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン
は
、
総
合
的
な

工
業
ゾ
ー
ン
と
、
第
2
期
以
降
に
は
ハ

イ
テ
ク
ゾ
ー
ン
、
商
業
区
、
お
よ
び
居

住
区
の
開
発
の
両
方
で
構
成
さ
れ
、

リ
ー
ス
期
間
は
最
長
50
年
間
と
な
り
ま

す
。
最
初
に
開
発
さ
れ
る
イ
ン
フ
ラ
付

き
の
工
業
用
地
は
、
2
0
1
7
年
後
半

か
ら
賃
貸
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

　

W
H
A
社
の
グ
ル
ー
プ
最
高
経
営
責

任
者
を
務
め
る
ジ
ャ
リ
ー
ポ
ー
ン
・

ジ
ャ
ル
コ
ー
ン
サ
ク
ン
氏
は
、
正
式
な

投
資
証
書
を
受
領
し
た
後
で
、
次
の
よ

う
に
述
べ
ま
し
た
。「
W
H
A
ヘ
マ
ラ
ー

ト
・
シ
エ
ン
コ
4
株
式
会
社
に
こ
の
認

可
を
与
え
て
下
さ
っ
た
ゲ
ア
ン
省
の
自

治
体
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
弊
社
に

と
っ
て
タ
イ
国
外
で
初
め
て
の
工
業
団

地
投
資
と
な
る
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

私
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
の
重
要
な
節
目
と

な
る
も
の
で
す
。」
同
氏
は
さ
ら
に
次

の
よ
う
に
語
り
ま
し
た
。「
パ
ー
ト
ナ
ー

で
あ
る
シ
エ
ン
コ
4
社
と
共
に
こ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
で
き
る
こ
と
に
、

私
た
ち
は
心
を
躍
ら
せ
て
お
り
ま
す
。

自
動
車
、
繊
維
、
電
子
製
品
、
消
費
財
、

物
流
、
そ
の
他
多
数
の
業
界
か
ら
最
初

の
お
客
様
を
お
迎
え
で
き
る
日
を
楽
し

み
に
し
て
お
り
ま
す
。」

　

ヘ
マ
ラ
ー
ト
・
ラ
ン
ド 

ア
ン
ド 

デ
ィ

ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
株
式
会
社
の
工
業
・

海
外
担
当
グ
ル
ー
プ
・
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ

ブ
を
務
め
る
デ
ビ
ッ
ド
・
ナ
ー
ド
ン
氏

は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。「
ベ

ト
ナ
ム
は
、
現
在
で
は
ア
セ
ア
ン
に
お

い
て
重
要
な
産
業
拠
点
お
よ
び
製
造
拠

点
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
多
数
の
海
外

投
資
家
を
引
き
付
け
て
い
ま
す
。
製
造

業
の
高
い
競
争
力
に
支
え
ら
れ
、
回
復

力
豊
か
な
強
い
成
長
を
示
し
て
い
る
た

め
、
ベ
ト
ナ
ム
の
経
済
見
通
し
は
非
常

に
明
る
く
、
将
来
有
望
で
す
。
ベ
ト
ナ

ム
は
中
国
、
韓
国
や
日
本
な
ど
の
主
要

市
場
へ
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
と
し
て
戦
略

的
な
立
地
に
恵
ま
れ
て
お
り
、
弊
社
が

初
め
て
の
直
接
的
な
市
場
参
入
を
果
た

せ
る
こ
と
を
非
常
に
嬉
し
く
思
い
ま

す
。」

　

シ
エ
ン
コ
4
社
の
グ
エ
ン
・
ト
ゥ
ア

ン
・
フ
ィ
ン
会
長
は
、
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
ま
す
。「
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
た
め
に
W
H
A
ヘ
マ
ラ
ー
ト
社
と
提

携
関
係
を
結
ぶ
こ
と
が
で
き
、
喜
ば
し

く
思
い
ま
す
。
W
H
A
ヘ
マ
ラ
ー
ト
社

は
タ
イ
に
お
け
る
工
業
団
地
の
開
発
と

運
営
で
非
常
に
豊
か
な
経
験
を
お
持
ち

で
あ
り
、
そ
の
経
験
を
ベ
ト
ナ
ム
で
生

か
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。」 

　

ハ
ノ
イ
の
南
方
2
9
0
k
m
に
位
置

す
る
ゲ
ア
ン
省
は
、
ベ
ト
ナ
ム
の
全
63

省
の
中
で
最
大
の
省
で
、
3
2
0
万
人

の
人
口
を
擁
し
、
労
働
人
口
は
1
9
0

万
人
、
大
学
は
17
校
あ
り
ま
す
。
ド
ン

ナ
ム
経
済
ゾ
ー
ン
の
W
H
A
ヘ
マ
ラ
ー

ト
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン
は
、
ハ

ノ
イ
と
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
を
結
ぶ
1
A
高

速
道
路
と
鉄
道
路
線
に
隣
接
し
、ヴ
ィ

ン
国
際
空
港
か
ら
10
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

距
離
に
あ
り
、
近
隣
の
エ
リ
ア
に
は
現

在
建
設
中
ま
た
は
計
画
中
の
も
の
を
含

め
て
4
つ
の
開
港
が
あ
る
た
め
、
イ
ン

フ
ラ
に
関
し
て
優
れ
た
立
地
に
恵
ま
れ

て
い
ま
す
。 

　

W
H
A
グ
ル
ー
プ
最
高
経
営
責
任
者

を
務
め
る
ジ
ャ
リ
ー
ポ
ー
ン
・
ジ
ャ
ル

コ
ー
ン
サ
ク
ン
氏
（
中
央
）
お
よ
び
そ

の
他
の
投
資
家
は
、
ベ
ト
ナ
ム
の
グ
エ

ン
・
ス
ア
ン
・
フ
ッ
ク
首
相
の
主
宰
で

開
か
れ
た
会
議
に
お
い
て
正
式
な
投
資

証
書
を
受
領
し
ま
し
た
。
こ
の
会
議
に

は
、
中
央
党
委
員
会
の
委
員
で
ゲ
ア
ン

党
委
員
会
の
書
記
を
務
め
る
グ
エ
ン
・

ダ
ク
・
ヴ
ィ
ン
氏
（
左
端
）
と
ゲ
ア
ン

省
人
民
委
員
会
の
グ
エ
ン
・
シ
ュ
ア
ン
・

ズ
オ
ン
委
員
長
（
右
端
）
も
出
席
し
ま

し
た
。

　

そ
の
席
で
W
H
A
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
株
式
会
社
と
ヘ
マ
ラ
ー
ト
・
ラ
ン
ド 

ア
ン
ド 

デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
株
式

会
社
の
ソ
ム
ヨ
ッ
ト
・
ア
ナ
ン
タ
プ
ラ

ユ
ー
ン
取
締
役
会
会
長
は
、
ベ
ト
ナ
ム

に
お
け
る
W
H
A
ヘ
マ
ラ
ー
ト
社
の
投

資
の
概
略
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し

た
。 

　

4
者
に
よ
る
提
携
の
目
的
は
、
人
的

資
源
お
よ
び
労
働
者
の
技
能
の
開
発
を

促
進
し
、「
タ
イ
ラ
ン
ド
4
.
0
」
政

策
に
即
し
て
東
部
経
済
回
廊

（
E
E
C
）
の
発
展
を
推
進
す
る
こ
と

で
す

　

バ
ン
コ
ク
、
2
0
1
6
年
11
月
23
日 

―　

 

公
共
部
門
と
民
間
部
門
を
代
表

す
る
合
計
4
つ
の
機
関
と
企
業
は
本

日
、「
産
業
技
術
協
力
ア
カ
デ
ミ
ー
」

を
設
立
す
る
た
め
の
覚
書
（
M
o
U
）

に
署
名
し
た
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。

こ
の
ア
カ
デ
ミ
ー
は
、
ラ
ヨ
ー
ン
県
に

あ
る
イ
ー
ス
タ
ン
・
シ
ー
ボ
ー
ド
工
業

団
地
の
E
S
I
E
プ
ラ
ザ
1
に
開
設
さ

れ
る
予
定
で
す
。
4
者
は
、
東
部
経
済

回
廊
（
E
E
C
）
に
お
け
る
人
的
資
源

の
開
発
を
促
進
し
、
労
働
者
の
技
能
を

高
め
る
た
め
に
一
致
協
力
し
て
取
り
組

む
方
針
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

同
M
o
U
の
署
名
式
典
は
ヘ
マ
ラ
ー

ト
社
の
イ
ー
ス
タ
ン
・
シ
ー
ボ
ー
ド
工

業
団
地
（
E
S
I
E
）
で
開
催
さ
れ
、

以
下
の
4
者
に
よ
り
署
名
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

•
労
働
省
（
M
O
L
）
職
業
開
発
局

（
D
S
D
）、
代
表
者
テ
ィ
ー
ラ
ポ
ン
・

ク
ン
ム
ア
ン
局
長 

•
ヘ
マ
ラ
ー
ト
・
ラ
ン
ド 

ア
ン
ド 

デ
ィ

ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
株
式
会
社
、
代
表
者

ジ
ャ
リ
ー
ポ
ー
ン
・
ジ
ャ
ル
コ
ー
ン
サ

ク
ン
W
H
A
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
株
式

会
社
グ
ル
ー
プ
最
高
経
営
責
任
者
兼
ヘ

マ
ラ
ー
ト
社
副
会
長

•
モ
ン
ク
ッ
ト
王
ト
ン
ブ
リ
工
科
大
学

（
K
M
U
T
T
）、
代
表
者
サ
カ
リ
ン
ド
・

ブ
ミ
ラ
タ
ナ
学
長

•
タ
イ
・
ド
イ
ツ
職
業
訓
練
学
校

（T
G
I - T

hai-G
erm
an Institute

）、

代
表
者
ソ
ム
ワ
ン
・
ブ
ー
ン
ラ
ク
チ
ャ

ル
ー
ン
校
長

　

実
施
期
間
5
年
間
に
わ
た
る
同

M
o
U
は
、
労
働
省
、
民
間
企
業
と
教

育
機
関
の
協
力
関
係
を
強
化
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
新
た
に
設
立

さ
れ
る
「
産
業
技
術
協
力
ア
カ
デ
ミ
ー
」

で
は
、
様
々
な
業
界
で
高
ま
っ
て
い
る

個
別
の
労
働
力
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ

く
、
職
業
訓
練
コ
ー
ス
や
実
践
的
な
訓

練
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、「
タ
イ
ラ
ン
ド
4.
0
」
政
策

の
東
部
経
済
回
廊
（
E
E
C
）
と
「
イ

ン
ダ
ス
ト
リ
ー
4
.
0
」
の
コ
ン
セ
プ

ト
の
開
発
が
促
進
さ
れ
ま
す
。 

　

W
H
A
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
グ

ル
ー
プ
最
高
経
営
責
任
者
を
務
め
る

ジ
ャ
リ
ー
ポ
ー
ン
・
ジ
ャ
ル
コ
ー
ン
サ

ク
ン
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま

す
。「
W
H
A
グ
ル
ー
プ
は
、
ヘ
マ
ラ
ー

ト
社
の
工
業
団
地
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
と
入
居
企
業
の
皆
様
に
対
し
、

イ
ー
ス
タ
ン
・
シ
ー
ボ
ー
ド
工
業
団
地

と
ヘ
マ
ラ
ー
ト
工
業
団
地
内
に
立
地
す

る
企
業
の
従
業
員
に
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム

参
加
の
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。
私
た
ち
の
共
通
の
目
標
は
、

今
後
1
2
か
月
間
に
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
十
分
な
訓
練
を
受
け
た
技
能
労
働
者

を
10
万
人
養
成
す
る
こ
と
で
す
。」

　

労
働
省
（
M
O
L
）
の
M
.
L
プ
ン

ト
リ
ク
・
ス
ミ
テ
ィ
事
務
次
官
は
ス

ピ
ー
チ
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
ま
し

た
。「
こ
れ
は
、
労
働
省
の
技
能
開
発

促
進
法
（
仏
歴
2
5
4
5
年
制
定
）
に

即
し
、
タ
イ
の
競
争
力
を
維
持
す
る
た

め
の
素
晴
ら
し
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

す
。
私
た
ち
は
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
開
発

モ
デ
ル
と
キ
ャ
リ
ア
開
発
計
画
を
策
定

し
、
試
験
的
な
シ
ス
テ
ム
を
提
供
し
て
、

高
度
な
ス
キ
ル
標
準
を
確
立
す
る
こ
と

を
意
図
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
投
資

家
の
信
頼
を
勝
ち
得
る
た
め
に
必
要
不

可
欠
で
す
。」

　

モ
ン
ク
ッ
ト
王
ト
ン
ブ
リ
工
科
大

学
（
K
M
U
T
T
）
の
学
長
を
務
め
る

サ
カ
リ
ン
ド
・
ブ
ミ
ラ
タ
ナ
博
士
は
、

S
T
E
M
（
科
学
、
技
術
、
工
学
お
よ

び
数
学
）
を
ベ
ー
ス
と
し
た
訓
練
の
重

要
性
を
強
調
し
ま
し
た
。「
こ
の
協
力

事
業
に
よ
り
、
あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
に
お

け
る
職
場
ベ
ー
ス
の
訓
練
が
深
ま
り
ま

す
。
私
た
ち
は
、
技
能
労
働
者
の
プ
ー

ル
を
拡
大
す
る
お
手
伝
い
が
で
き
る
こ

と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。」
と

博
士
は
語
っ
て
い
ま

す
。

　

タ
イ
・
ド
イ
ツ
職
業

訓
練
学
校
（
T
G
I
）

の
ソ
ム
ワ
ン
・
ブ
ー
ン

ラ
ク
チ
ャ
ル
ー
ン
校
長

は
、
次
の
よ
う
に
説
明

し
て
い
ま
す
。「
私
た

ち
は
技
能
向
上
プ
ロ
グ

ラ
ム
と
、
ワ
ー
ル
ド
ク

ラ
ス
の
労
働
力
を
開
発

す
る
た
め
の
コ
ー
ス
の

実
施
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
ア
カ
デ
ミ
ー
の

講
師
た
ち
は
、
地
域
内

に
お
け
る
比
較
優
位
性

を
生
み
出
し
て
維
持
す

る
た
め
の
戦
略
的
な
ア

プ
ロ
ー
チ
を
教
え
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。」

　

ジ
ャ
リ
ー
ポ
ー
ン
氏

は
、
次
の
よ
う
に
力
強
く
述
べ
て
い
ま

す
。「
政
府
に
よ
り
『「
タ
イ
ラ
ン
ド

4.
0
」
の
コ
ン
セ
プ
ト
が
発
案
さ
れ
、

東
部
経
済
回
廊
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
開
始

さ
れ
て
以
降
、
W
H
A
は
こ
の
共
同
努

力
に
参
加
す
る
た
め
に
全
面
的
な
支
援

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
本
日
、
パ
ー
ト

ナ
ー
の
皆
様
と
共
に
こ
の
M
o
U
に
署

名
し
、
そ
の
履
行
に
お
い
て
積
極
的
な

役
割
を
担
え
る
こ
と
を
非
常
に
嬉
し
く

思
い
ま
す
。」

　
「
こ
の
産
業
技
術
協
力
ア
カ
デ
ミ
ー

は
、
政
府
機
関
、
教
育
機
関
、
そ
し
て

民
間
企
業
が
我
が
国
の
メ
リ
ッ
ト
の
た

め
に
協
力
し
合
っ
た
場
合
に
何
が
で
き

る
か
を
如
実
に
示
し
て
い
ま
す
。」

W
H
A
グ
ル
ー
プ
、
覚
書
に
署
名 

 

「
産
業
技
術
協
力
ア
カ
デ
ミ
ー
」 

の
創
設
で

写真は、署名式典に出席したヘマラート社のジャクリット・チャイサニット共同最高経営責任者（左端）、モンク
ット王トンブリ工科大学産業教育・技術学部のシッティチャイ・ケーウクークーン準教授（左から2人目）、
WHAコーポレーション社のジャリーポーン・ジャルコーンサクングループ最高経営責任者（左から3人目）、労
働省（MOL）のMLプントリク・スミティ事務次官（中央左側）、スラサック・チャルーンシリチョットラヨーン県
知事（中央右側）、技術開発局（DSD）のティーラポン・クンムアン局長（右から3人目）、タイ・ドイツ研究所
（TGI）のソムワン・ブーンラクチャルーン所長（右から2人目）およびヘマラート社のデビッド・ナードン工業・
国際担当グループ・エグゼクティブ（右端）。

　

ワ
ー
ル
ド
ク
ラ
ス
の
タ
イ
ヤ
メ
ー

カ
ー
で
あ
る
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
・
タ
イ

ヤ
（
タ
イ
ラ
ン
ド
）
株
式
会
社
は
先
日
、

ラ
ヨ
ー
ン
県
の
ヘ
マ
ラ
ー
ト
・
イ
ー
ス

タ
ン
・
シ
ー
ボ
ー
ド
工
業
団
地
4
（
ヘ

マ
ラ
ー
ト
E
S
I
E 

4
）
に
お
い
て
、

乗
用
車
用
グ
リ
ー
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
工
場

の
杭
打
ち
式
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の

工
場
に
は
特
殊
な
技
術
が
導
入
さ
れ
、

タ
イ
国
内
と
輸
出
向
け
の
両
方
の
自
動

車
市
場
に
製
品
が
供
給
さ
れ
ま
す
。

　

写
真
は
、
式
典
に
出
席
し
た
W
H
A
コ
ー

ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社
の
ソ
ム
ヨ
ッ
ト
・

ア
ナ
ン
タ
プ
ラ
ユ
ー
ン
取
締
役
会
長
（
前
列

右
か
ら
6
人
目
）、
ヘ
マ
ラ
ー
ト
・
ラ
ン
ド 

ア
ン
ド 

デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
株
式
会
社
の

デ
ビ
ッ
ド
・
ナ
ー
ド
ン
工
業
・
国
際
担
当
グ

ル
ー
プ
・
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
（
前
列
右
か
ら

5
人
目
）
と
ウ
ィ
ワ
ッ
ト
・
ジ
ラ
テ
ィ
カ
ー

ン
サ
ク
ン
工
業
・
海
外
担
当
最
高
執
行
責
任

者
（
前
列
右
か
ら
4
人
目
）、
P
L
T
グ
リ
ー

ン
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ラ
ヨ
ー
ン
社
の
マ
イ
ケ
ル
・

エ
イ
ナ
ー
（M

ichael E
gner

）
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
（
前
列
左
か
ら
4
人

目
）、
お
よ
び
両
社
の
経
営
陣
。

コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
社
、

ヘ
マ
ラ
ー
ト
E
S
I
E 

4
で
杭
打
ち
式
を
開
催

コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
社
、

ヘ
マ
ラ
ー
ト
E
S
I
E 

4
で
杭
打
ち
式
を
開
催

投
資
額
1
億
米
ド
ル
に
及
ぶ
W
H
A
ヘ
マ
ラ
ー
ト
工
業
団
地
は
、
ハ
ノ
イ
の
南
方
2
9
0
k
m

に
あ
る
ゲ
ア
ン
省
に
位
置
し
、
第
1
期
の
敷
地
面
積
は
4
9
8
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
占
め
、
将
来
的

に
は
合
計
3,
2
0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
規
模
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す

　
ベ
ト
ナ
ム
の
グ
エ
ン
・
ス
ア
ン
・

フ
ッ
ク
首
相
（
右
か
ら
3
人
目
）
と

共
に
写
真
に
収
ま
る
W
H
A
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
社
と
ヘ
マ
ラ
ー
ト
社
の

ソ
ム
ヨ
ッ
ト
・
ア
ナ
ン
タ
プ
ラ
ユ
ー

ン
取
締
役
会
会
長
（
中
央
）、
W
H
A

の
ジ
ャ
リ
ー
ポ
ー
ン
・
ジ
ャ
ル
コ
ー

ン
サ
ク
ン 

グ
ル
ー
プ
（
左
か
ら
4
人

目
）、
ヘ
マ
ラ
ー
ト
社
の
デ
ビ
ッ
ド
・

ナ
ー
ド
ン
工
業
団
地
・
海
外
担
当
グ

ル
ー
プ
・
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
（
右
か

ら
2
人
目
）。

上場初日、初値は28バーツ
　

ソ
ム
ヨ
ッ
ト
・
ア
ナ
ン
タ
プ
ラ
ユ
ー

ン
社
長
（
中
央
）、
W
H
A
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
株
式
会
社
の
ジ
ャ
リ
ー
ポ
ー

ン
・
ジ
ャ
ル
コ
ー
ン
サ
ク
ン
社
長
（
右

か
ら
3
人
目
） 

、
ウ
ェ
ッ
ト
・
ヌ
ッ
チ
ャ

ル
ー
ン
社
外
取
締
役
兼
監
査
委
員
長

（
右
か
ら
2
人
目
） 

、
W
H
A
ユ
ー
テ
ィ

リ
テ
ィ
ー
ズ
・
ア
ン
ド
・
パ
ワ
ー
株
式

会
社
の
ウ
ィ
サ
ー
ト
・
チ
ュ
ン
ワ
タ
ナ

執
行
取
締
役
（
右
端
）、ス
テ
ィ
パ
ッ
ト
・

セ
リ
ラ
ッ
ト
サ
イ
ア
ム
商
業
銀
行
株
式

会
社
（
S
C
B
）
投
資
銀
行
業
務
担
当

副
社
長
兼
財
務
顧
問
（
左
か
ら
2
人

目
）、
タ
イ
証
券
取
引
所
の
ケ
サ
ラ
・

マ
ン
チ
ュ
ス
リ
ー
理
事
長
（
左
か
ら
3

人
目
）
と
サ
ン
テ
ィ
・
キ
ラ
ナ
ン
上
級

執
行
副
理
事
長
兼
発
行
者
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
部
門
責
任
者

　

以
上
の
全
員
が
W
H
A
U
P
社
株
式

上
場
初
日
記
念
式
典
に
出
席
し
ま
し

た
。
タ
イ
証
券
取
引
所
で
の
初
値
は
、

公
募
価
格
26
.
25
バ
ー
ツ
よ
り
6
.
67

バ
ー
ツ
高
い
28
バ
ー
ツ
と
な
り
ま
し

た
。

23
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1

　

W
H
A
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会

社
の
子
会
社
で
あ
る
ヘ
マ
ラ
ー
ト
・
ラ

ン
ド 

ア
ン
ド 

デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト

株
式
会
社
は
、イ
ー
ス
タ
ン
・
シ
ー
ボ
ー

ド
工
業
団
地
（
ラ
ヨ
ー
ン
）
に
お
い
て
、

労
働
省
職
業
開
発
局
、
モ
ン
ク
ッ
ト
王

ト
ン
ブ
リ
工
科
大
学
お
よ
び
タ
イ
・
ド

イ
ツ
職
業
訓
練
学
校
（T

GI - T
hai- 

erm
an Institute

）
と
共
に
、
ヘ
マ

ラ
ー
ト
産
業
技
能
協
力
ア
カ
デ
ミ
ー

（
H
I
S
C
A
）
の
開
校
を
祝
い
ま
し

た
。
こ
の
ア
カ
デ
ミ
ー
の
主
目
的
は
、

有
資
格
の
熟
練
労
働
者
を
1
年
以
内
に

10
万
名
養
成
し
、
政
府
の
「
タ
イ
ラ
ン

ド
4
.
0
」
政
策
に
沿
っ
て
人
的
資
源

と
労
働
技
能
の
開
発
を
促
進
す
る
こ
と

で
す
。

　

写
真
は
、
H
I
S
C
A
の
開
所
式
に
出
席

し
た
労
働
大
臣
の
シ
リ
チ
ャ
イ
・
デ
ィ
ス
タ

ク
ン
大
将（
中
央
）、W
H
A
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
の
ジ
ャ
リ
ー
ポ
ー
ン
・
ジ
ャ
ル
コ
ー
ン
サ

ク
ン
・
グ
ル
ー
プ
C
E
O
（
左
か
ら
2
人
目
）、

労
働
副
大
臣
の
チ
ャ
ル
ー
ン
・
ノ
プ
ス
ワ
ン

大
将
（
右
か
ら
2
人
目
）、
プ
ン
タ
リ
ク
・
サ

ミ
テ
ィ
労
働
事
務
次
官
（
左
端
）
と
タ
イ
・

ド
イ
ツ
職
業
訓
練
学
校
の
ソ
ム
ワ
ン
・
ブ
ー

ン
ラ
ク
チ
ャ
ル
ー
ン
校
長
（
右
端
）。

W
H
A
グ
ル
ー

プ
・
ニ
ュ
ー
ス
レ

タ
ー

ジ
ャ
リ
ー
ポ
ー
ン
・
ジ
ャ
ル

コ
ー
ン
サ
ク
ン
氏
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ

　

ア
セ
ア
ン
に
お
け
る
物
流
、
不
動
産

お
よ
び
工
業
団
地
の
総
合
的
な
大
手
プ

ロ
バ
イ
ダ
ー
で
あ
る
W
H
A
グ
ル
ー
プ

は
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
グ
ロ
ー
バ
ル
な

経
済
の
中
で
事
業
を
運
営
し
て
い
ま

す
。
弊
社
は
様
々
な
分
野
の
新
し
い
企

業
に
対
し
て
常
に
門
戸
を
開
い
て
お

り
、
物
流
、
工
業
団
地
開
発
、
イ
ン
フ

ラ
と
発
電
、
デ
ジ
タ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
4
つ
の
事
業
分
野
で
提
供

す
る
包
括
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
タ
ー
ン

キ
ー
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
、

顧
客
企
業
の
皆
様
の
事
業
拡
大
を
支
援

で
き
る
こ
と
を
誇
り
に
思
っ
て
お
り
ま

す
。
共
に
成
長
し
、
次
の
段
階
を
目
指

し
て
注
力
す
る
こ
と
に
よ
り
、
私
た
ち

は
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
を
さ
ら
に

促
進
で
き
ま
す
。

　

W
H
A
グ
ル
ー
プ
は
、
タ
イ

の
国
際
競
争
力
を
高
め
、
国
内

総
生
産
を
拡
大
す
る
タ
イ
ラ
ン

ド
4
.
0
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

よ
っ
て
近
代
化
を
図
る
政
府
の

展
望
と
戦
略
を
全
面
的
に
支
持

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
弊
社
グ

ル
ー
プ
は
東
部
に
あ
る
チ
ョ
ン

ブ
リ
、
チ
ャ
チ
ュ
ン
サ
オ
、
ラ

ヨ
ー
ン
の
各
県
に
新
た
な
産
業

と
サ
ー
ビ
ス
を
呼
び
込
む
こ
と
を
目

指
す
東
部
経
済
回
廊
（
E
E
C
）
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
忠
実
な
支
持
者
で
も
あ

り
ま
す
。
弊
社
の
9
か
所
の
工
業
団

地
、
戦
略
的
な
位
置
に
あ
る
注
文
建

築
の
工
場
と
高
品
質
な
倉
庫
な
ど
、

ク
ラ
ス
最
高
の
施
設
群
は
、
鉄
道
、

道
路
、
空
路
お
よ
び
海
路
に
よ
る
輸

送
で
卓
越
し
た
接
続
性
を
提
供
す
る

と
い
う
政
府
の
決
意
か
ら
直
接
的
な

恩
恵
を
受
け
ま
す
。
政
府
は
こ
れ
ら

の
取
り
組
み
を
優
先
的
に
進
め
て
い

る
た
め
、
弊
社
も
顧
客
、
国
お
よ
び

地
域
の
た
め
に
持
続
可
能
な
成
長
へ

の
集
中
的
な
取
り
組
み
に
役
立
つ
、

施
設
と
サ
ー
ビ
ス
分
野
に
お
け
る
更

な
る
革
新
を
実
現
す
べ
く
、
態
勢
を

整
え
て
い
ま
す
。

　

産
業
界
の
進
歩
の
度
合
い
が
ま
す

ま
す
速
ま
っ
て
い
る
の
に
合
わ
せ
て
、

W
H
A
グ
ル
ー
プ
は
革
新
的
で
創
造

的
で
あ
り
続
け
る
能
力
と
、
新
た
な

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
他
社
に
先
駆
け

て
市
場
に
提
供
す
る
能
力
を
継
続
的

ヘマラートニュースダイジェストヘマラートニュースダイジェスト
初めてのWHA・ヘマラート・BUILD
ビジネス・マッチング・イベントが開催される
初めてのWHA・ヘマラート・BUILD
ビジネス・マッチング・イベントが開催される

先日、チョンプリ県においてWHA・ヘマラート・BUILDビジネス・マッチン
グ・ショーケースが開催されました。このイベントは、ヘマラート社の工業団
地に入居している企業が近隣の企業の中から部品や資材の新規サプライヤ
ーを見つけること、および部品や資材の国内調達率を高めることを目的とし
たものです。このイベントに出席したBUILD（BOI Unit for Industrial 
Linkage Development）のウィラット・タッサリンカンサクン部長は、
WHAコーポレーション株式会社のシヤパス・チャンタチャイロート法人マー
ケティング担当取締役による歓迎を受けました。2日間のフォーラムでは、サプライヤーとバイヤーの個別面談、企業幹部による
プレゼンテーション、および政府の新しい政策や業界の最新情報などを取り上げた、BOI高官による講演が行われました。

WHAグループのCEOが「クオリティ・パーソン・
オブ・ザ・イヤー」アワードを受賞
WHAグループのCEOが「クオリティ・パーソン・
オブ・ザ・イヤー」アワードを受賞

WHAコーポレーション株式会社のジャリーポーン・ジャルコーンサクングループ
CEO（中央）は、財団法人タイ科学技術会議より、「クオリティ・パーソン・オブ・
ザ・イヤー」アワード（不動産事業開発部門）を授与されました。同氏の受賞は、業
界への傑出した貢献と、タイ社会への奉仕が評価されたもので、授賞式にはWHA
社の他の経営陣も出席しました。

WHAコーポレーション株式会社が 
タイランドTOPカンパニー・アワード2017を受賞
WHAコーポレーション株式会社が 
タイランドTOPカンパニー・アワード2017を受賞

WHAコーポレーション株式会社は先日、タイランドTOPカンパニー・アワード2017
（倉庫開発企業部門）を受賞しました。タイ商工会議所大学とビジネス・プラス・マ
ガジン誌が主催した授賞式では、WHAグループ最高経営責任者のジャリーポーン・
ジャルコーンサクン氏（右端）が同社を代表して、枢密顧問官で名誉教授のカセム・
ワッタナチャイ博士より賞の盾を授与されました。WHAコーポレーション株式会社
は、物流業界においてリーダー企業としての役割を果たすとともに、タイ社会への
貢献に努めたことが評価され、今回の受賞につながりました。

WHAグループが2017年度フロスト＆
サリバンタイランド・エクセレンス・アワードを受賞 
WHAグループが2017年度フロスト＆
サリバンタイランド・エクセレンス・アワードを受賞 

WHAコーポレーション株式会社は先日、2017年度フロスト＆サリバン・タイラン
ド・エクセレンス・アワードを受賞しました。受賞部門は「倉庫開発企業」で、2年連
続での受賞となります。WHAグループ最高経営責任者のジャリーポーン・ジャルコ
ーンサクン氏が同社を代表して、フロスト＆サリバン・アジア・パシフィック社のアジ
ェイ・サンダー副社長より同賞の授与を受けました。WHAグループは、タイの物流
産業の発展に影響を及ぼす重要な役割を果たしたほか、地域社会の持続可能性を
高めるための取り組みを行ったことが認められ、今回の受賞となりました。

WHAグループが「アジアで最も信頼される
ブランド・アワード2016」を受賞
WHAグループが「アジアで最も信頼される
ブランド・アワード2016」を受賞

ジャリーポーン・ジャルコーンサクンWHAグループ最高経営責任者（左端）は、
WHAコーポレーション株式会社（WHAグループ）を代表して、アジアで最も信頼
されるブランド・アワード委員会のMr. Hemant Kaushik理事長（右端）とベルギ
ー・ルクセンブルク/タイ商工会議所のDr. Sutharm Valaisathien会頭（右から2
人目）より、「アジアで最も信頼されるブランド・アワード2016」（物流倉庫・工場開
発業者部門）を授与されました。この栄誉ある賞は、この地域内においてブランドと
してのリーダーシップ、誠実さ、業績、社会貢献の各面で秀でた企業に贈られます。

上場初日、初値は28バーツ上場初日、初値は28バーツ

ソムヨット・アナンタプラユーン社長（中央）WHAコーポレーション株式会社のジャ
リーポーン・ジャルコーンサクン社長（右から3人目）ウェット・ヌッチャルーン社外
取締役兼監査委員長（右から2人目）WHAユーティリティーズ・アンド・パワー株式
会社のウィサート・チュンワタナ執行取締役（右端）スティパット・セリラットサイア
ム商業銀行株式会社（SCB）投資銀行業務担当副社長兼財務顧問（左から2人目）
タイ証券取引所のケサラ・マンチュスリー理事長（左から3人目）とサンティ・キラ
ナン上級執行副理事長兼発行者マーケティング部門責任者、以上の全員が
WHAUP社株式上場初日記念式典に出席しました。タイ証券取引所での初値は、
公募価格26.25バーツより6.67バーツ高い28バーツとなりました。

タマサート大学の大学院生がWHAを訪問タマサート大学の大学院生がWHAを訪問

タマサート・ビジネス・スクールで学ぶ大学院生のグループが、アユタヤ県ワン・
ノイにあるWHAメガ・ロジスティクス・センターとLFロジスティクス（タイラン
ド）株式会社の倉庫を訪問し、WHAコーポレーション株式会社のジャクリッ
ト・チャイサニット最高執行責任者（前列右から4人目）、シヤパス・チャンタチ
ャイロート法人マーケティング担当取締役（前列左から4人目）、およびLFロジ
スティクス（タイランド）社のタイ責任者であるジャンヤ・タナ-アティポン上級
副社長（前列左から5人目）による温かい歓迎を受けました。同グループは物流施設をくまなく見学し、この機会を利用して業
界の幹部や専門家に質問を行いました。この見学ツアーにより、大学院生はワールドクラスの物流会社の構造と事業運営を現
場で直接見て学ぶことができました。

BOIパリとBOIフランクフルトの訪問団が
ヘマラート社を見学 
BOIパリとBOIフランクフルトの訪問団が
ヘマラート社を見学 

ヘマラート・ランド アンド ディベロップメント株式会社は先日、BOIパリ事務
所のスーチトラ・サッサディ・アバイ投資促進事務官（左から5人目）に率いら
れたBOIパリおよびBOIフランクフルト事務所からの訪問団による来訪を受
けました。同訪問団はシヤパス・チャンタチャイロート法人マーケティング担
当取締役（左から4人目）による温かい出迎えを受けた後、フォード・モータ
ー社が入居しているヘマラートESIEなどのヘマラート社の工業団地を見学し
ました。同訪問団は、アセアンで最大規模の業務委託見本市である「サブコ
ン・タイランド2016」に参加するためにバンコクを訪れました。 

WHA社とヘマラート社、
インベスターズ・クラブ年次会議を開催
WHA社とヘマラート社、
インベスターズ・クラブ年次会議を開催

WHA社とヘマラート社は先日、工業・国際担当グループ・エグゼクティブを務めるデ
ビッド・ナードン氏の指揮のもとに、チョンブリのパッタナー・ゴルフ＆スポーツクラブ
において、2016年度のインベスターズ・クラブ年次会議を開催しました。この会議で
は、顧客企業との情報交換、ベストプラクティスと業界最新情報の共有が行われまし
た。また、タイ工業団地公社のウィーラポン・チャイパーム総裁（中央）が東部経済回
廊（EEC）の政策と方向性に関して洞察に富んだ講演を行いました。会議には、IHSオ
ートモティブ社のシニア・アナリスト、ジャックリット・ラークソンブーンシリ氏、WHAインフォナイト株式会社のクライトス・オンチャイサ
ク最高経営責任者、およびヘマラート社のタニン・スッブーンルアン工業団地運営担当副社長も出席しました。

写真は、ラヨーンの新工場開所式に出席したタイディー・メタル（タイランド）社の丹野道夫社長（右から2人目）とヘマラート・ランド アンド ディベロップメント
株式会社のラッダ・ロジャナウィライウッド工業用地顧客開発担当部長。

写真は、左端から黒板 雄作/Managing Director/TSK Engineering (Thailand) Co., Ltd.　村木 剛尚/Managing Director/Thai Takasago Co.,Ltd.
ラッダ・ロジャナウィライウッド工業団地顧客開発担当部長、ヘマラート社 楠本慶太/代表取締役社長/楠本化成株式会社　針井一義/Managing 
Director/Kusumoto Chemicals (Thailand) Co., Ltd.　石川 伸吾/取締役副社長/楠本化成株式会社

WHAグループ、
南部の洪水被害者への寄贈を実施
WHAグループ、
南部の洪水被害者への寄贈を実施

WHAグループは、先日タイ南部を襲った洪水の被害者を支援するために、
ネーション・マルチメディア・グループと共同で飲料水 1 万本と医療用品
の寄贈を実施しました。これらの救援物資は、この災害によって清潔な水を
入手できなくなった人々や、生活に打撃を受けた人々に配布されます。写真
は、WHAコーポレーション株式会社のソムヨット・アナンタプラユーン取
締役会会長（左から2人目）とシヤパス・チャンタチャイロート法人マーケ
ティング担当取締役（左端）が、ネーション社のオフィスでネーション・グル
ープのワライポーン・ティッパヤスプラック上席副社長（右から2人目）に
寄贈品を手渡しているところ。

クスモト・ケミカルズ（タイランド）社、新工場の
開所式を開催。ヘマラートESIEで
クスモト・ケミカルズ（タイランド）社、新工場の
開所式を開催。ヘマラートESIEで

日本に本拠を置く塗料・接着剤用添加剤製造大手メーカーである楠本化成株
式会社の子会社、クスモト・ケミカルズ（タイランド）株式会社は先日、チョンブ
リ県にあるヘマラート・イースタン・シーボード工業団地（HESIE）の 8ライの
敷地に建設された新工場の開所式を開催しました。同社は、現地製造のメリッ
トを活かし、タイ国内、ASEAN地区の顧客に対し、日本製と変わらない高品質な製品を供給する計画です。
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ア
ン
ド 

デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
株
式
会

社
は
、
同
社
9
か
所
目
の
工
業
団
地
と
な
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タ
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・
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ボ
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。
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。

　

H
E
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E
4
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業
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第
1
期
と
し

て
約
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万
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メ
ー
ト
ル
の
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て
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り
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タ
ル
社
が
必
要
と
す
る

規
模
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性
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ン
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で
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。
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な
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あ
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通
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こ
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社
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気
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す
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。
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コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
社
は
、
人
々
と
貨
物
を
輸

送
す
る
た
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の
優
れ
た
技
術
を
開
発
し
て
い
ま

す
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国
際
的
な
自
動
車
部
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で

あ
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と
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時
に
タ
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ヤ
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あ
り
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工
業
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野
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ト
ナ
ー
で
あ
る
弊
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、
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置
け
る
提
携
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持
続
可
能
で

安
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快
適
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。
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範
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も
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ま
す
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、
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1
5
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に
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成
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ま
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タイディー・メタル社が新工場の開所式を開催
ラヨーンのESIEで
タイディー・メタル社が新工場の開所式を開催
ラヨーンのESIEで

日本の大洋商事株式会社とダイナックス・インダストリー株式会社の合弁会社で
あるタイディー・メタル（タイランド）株式会社は先日、ラヨーン県のイースタン・
シーボード工業団地（ESIE）にある新しい製造工場の開所式を開催しました。この
工場は最新鋭の機械設備とテクノロジーを完備しており、自動車産業を含む様々
な業界の顧客向けに最高品質の特殊鋼部品を生産します。

WHAグループ、東部臨海地域と
サラブリ県のヘマラート社工業団地周辺の
公立学校に米を寄贈

WHAグループ、東部臨海地域と
サラブリ県のヘマラート社工業団地周辺の
公立学校に米を寄贈

WHAコーポレーション株式会社（WHAグループ）の子会社であるヘマラート・
ランド アンド ディベロップメント株式会社は、東部臨海地域とサラブリ県のヘマ
ラート社工業団地の周辺にある 88 の公立学校に 1 万キログラムのジャスミン
米を寄贈しました。シヤパス・チャンタチャイロート法人マーケティング担当取
締役（2列目右から3人目）に率いられたこのCSR 活動は、現在米の供給過剰
問題に直面しているタイの農民と、生徒たちの昼食を支援することを目的としたものです。

国
際
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技
術
企
業
の
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ン
チ
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。

に
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ま
す
。
弊
社
は
、
顧
客

企
業
が
各
自
の
事
業
運
営
に
力
を
集
中

で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
イ
ン
フ
ラ

ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
、
施
設
、
お
よ
び
人
的

資
源
を
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わ
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。

　

私
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入
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イ
オ
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
、
未
来
の
た
め
の
食
品
で
構
成
さ

れ
、
新
た
な
S
字
型
カ
ー
ブ
産
業
は
ロ

ボ
テ
ィ
ク
ス
、
航
空
と
物
流
、
バ
イ
オ

燃
料
と
生
化
学
、
デ
ジ
タ
ル
と
医
療
ハ

ブ
で
構
成
さ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
タ

イ
に
さ
ら
な
る
投
資
を
呼
び
込
む
こ
と

で
し
ょ
う
。

　

こ
れ
は
共
同
で
の
取
り
組
み
で
あ

り
、
公
共
部
門
と
民
間
部
門
の
両
者
が

ゆ
る
ぎ
な
い
決
意
を
固
め
て
い
る
こ
と

か
ら
、
私
た
ち
は
E
E
C
が
成
功
す
る

も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
両
者
は
協

力
し
合
い
、
す
べ
て
の
利
害
関
係
者
に

メ
リ
ッ
ト
を
も
た
ら
す
状
況
を
生
み
出

す
計
画
、政
策
と
戦
略
を
実
施
し
ま
す
。

　

W
H
A
グ
ル
ー
プ
は
、
国
内
お
よ
び

海
外
の
企
業
に
強
力
な
基
盤
を
提
供
す

る
役
割
を
引
き
続
き
果
た
し
、
将
来
の

タ
イ
経
済
の
発
展
に
お
い
て
主
導
的
な

役
割
を
演
じ
て
い
く
所
存
で
す
。

W
H
A
ヘ
マ
ラ
ー
ト
社
が
タ
イ
の
ラ
ヨ
ー
ン
県
プ
ル
ア
ッ
ク
デ
ー
ン
地
区
で

新
た
な
工
業
団
地
「
ヘ
マ
ラ
ー
ト
・
イ
ー
ス
タ
ン
・
シ
ー
ボ
ー
ド
工
業
団
地
4
」

（
H
E
S
I
E
4
）
の
分
譲
を
開
始
し
ま
し
た
。

W
H
A
ヘ
マ
ラ
ー
ト
社
が
タ
イ
の
ラ
ヨ
ー
ン
県
プ
ル
ア
ッ
ク
デ
ー
ン
地
区
で

新
た
な
工
業
団
地
「
ヘ
マ
ラ
ー
ト
・
イ
ー
ス
タ
ン
・
シ
ー
ボ
ー
ド
工
業
団
地
4
」

（
H
E
S
I
E
4
）
の
分
譲
を
開
始
し
ま
し
た
。

WHAグループ、
タイ南部の洪水被害者に義援金を贈る
WHAグループ、
タイ南部の洪水被害者に義援金を贈る

WHAコーポレーション株式会社のジャリーポーン・ジャルコーンサク
ングループ最高経営責任者（中央右側）は先日、タイ南部で発生した
深刻な洪水で被害を受けた住民を支援するために、10万バーツの義
援金の小切手をタイ工業団地公社（IEAT）のクリッタヤポーン・ダッバ
ダッタ副総裁（中央左側）に託しました。贈呈式にはWHAコーポレー
ションのシヤパス・チャンタチャイロート法人マーケティング担当取締
役（右から2人目）をはじめとする経営陣も出席しました。

W
H
A
の
ヘ
マ
ラ
ー
ト
社
、
熟
練
労
働
力
を
強
化

タ
イ
ラ
ン
ド
4
.
0
政
策
に
沿
っ
た

「
ヘ
マ
ラ
ー
ト
産
業
技
能
協
力
ア
カ
デ
ミ
ー
」
を
通
じ
て
実
施

W
H
A
の
ヘ
マ
ラ
ー
ト
社
、
熟
練
労
働
力
を
強
化

タ
イ
ラ
ン
ド
4
.
0
政
策
に
沿
っ
た

「
ヘ
マ
ラ
ー
ト
産
業
技
能
協
力
ア
カ
デ
ミ
ー
」
を
通
じ
て
実
施

W
H
A
グ
ル
ー
プ
・
ニ
ュ
ー
ス

レ
タ
ー 

デ
ビ
ッ
ド
・
ナ
ー
ド
ン
氏
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

W
H
A
―
ヘ
マ
ラ
ー
ト
の
工
業
団
地

開
発
は
、
先
日
開
業
し
た
弊
社
の
9
か

所
目
の
工
業
団
地
、
ラ
ヨ
ー
ン
県
の
ヘ

マ
ラ
ー
ト
・
イ
ー
ス
タ
ン
・
シ
ー
ボ
ー

ド
工
業
団
地
（
H
E
S
I
E 

4
）
に

象
徴
さ
れ
る
と
お
り
、
着
実
な
ペ
ー
ス

で
拡
大
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

H
E
S
I
E 

4
の
第
1
期
事
業
は

1,
8
6
0
ラ
イ
（
約
3
0
0
万
平
方

メ
ー
ト
ル
）
の
土
地
開
発
か
ら
成
り
、

電
気
ガ
ス
水
道
の
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク

チ
ャ
は
今
年
中
に
完
成
す
る
予
定
で

す
。
国
際
的
な
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
企
業
で

あ
る
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
社
が
2
億

5,
0
0
0
万
ユ
ー
ロ
のGreenfield

タ
イ
ヤ
工
場
の
建
設
地
と
し
て
弊
社
の

工
業
団
地
を
選
ん
だ
こ
と
を
こ
こ
に
発

表
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
タ
イ
政
府

の
東
部
経
済
回
廊
（
E
E
C
）
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
賛
同
し
て
タ
イ
に
信
頼
を
置
き

続
け
る
主
要
な
国
際
的
投
資
家
を
引

き
付
け
る
能
力
を
弊
社
グ
ル
ー
プ
が

有
し
て
い
る
こ
と
の
証
に
ほ
か
な
り

ま
せ
ん
。

　

W
H
A
―
ヘ
マ
ラ
ー
ト
は
E
E
C

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
全
面
的
に
支
持
し
て

お
り
、
タ
イ
経
済
を
進
化
さ
せ
て
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
創
造
性
、
研
究
開

発
と
グ
リ
ー
ン
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に

よ
っ
て
成
長
を
促
進
さ
せ
る
こ
と
を

目
指
す
「
タ
イ
ラ
ン
ド
4
.
0
」
政

策
推
進
の
一
翼
を
担
い
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
弊
社
で
は
、
次
世
代
自

動
車
技
術
、
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
、
航
空
、

バ
イ
オ
燃
料
、
生
化
学
な
ど
の
新
た

な
種
類
の
成
長
産
業
を
迎
え
入
れ
る

態
勢
を
整
え
て
い
ま
す
。

　

去
る
2
月
に
は
、
ベ
ト
ナ
ム
の
政

府
当
局
が
ゲ
ア
ン
省
の
ド
ン
・
ナ
ム

経
済
ゾ
ー
ン
内
に
あ
る
W
H
A
ヘ
マ

ラ
ー
ト
工
業
ゾ
ー
ン
第
1
期
の
免
許

を
承
認
し
、
弊
社
は
飛
躍
的
な
前
進

を
遂
げ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
ハ

ノ
イ
の
南
方
2
9
0
k
m
に
位
置
す

る
ゲ
ア
ン
省
は
、
ベ
ト
ナ
ム
の
全
63

省
の
中
で
最
大
の
省
で
、
3
2
0
万

人
の
人
口
を
擁
し
、
労
働
人
口
は

1
9
0
万
人
、
大
学
は
17
校
あ
り
ま

す
。

　

4
9
8
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
敷
地
を
占

め
る
W
H
A
ヘ
マ
ラ
ー
ト
工
業
ゾ
ー

ン
第
1
期
は
弊
社
グ
ル
ー
プ
の
長
期

計
画
の
一
環
で
、
合
計
面
積
は

3,
2
0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
及
ぶ
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
ベ
ト
ナ
ム
は
ア
セ

ア
ン
に
お
け
る
工
業
と
製
造
業
の
重

要
な
基
盤
と
な
っ
て
お
り
、
中
国
、
韓

国
、
日
本
な
ど
の
市
場
へ
の
主
要
な

ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
と
し
て
も
進
化
を
遂
げ

て
い
ま
す
。
こ
の
記
念
す
べ
き
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
弊
社
が
タ
イ
国
外
で
手
掛

け
る
初
め
て
の
も
の
で
あ
り
、
苦
労
の

末
に
得
た
こ
の
経
験
を
存
分
に
活
か
し

て
新
た
な
企
業
を
引
き
付
け
、
現
地
雇

用
を
拡
大
さ
せ
、
ア
セ
ア
ン
地
域
が
持

つ
可
能
性
の
認
識
度
を
高
め
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

弊
社
は
、
繁
栄
の
た
め
に
必
要
と
な

る
リ
ソ
ー
ス
を
す
べ
て
の
お
客
様
に
引

き
続
き
提
供
す
る
と
同
時
に
、
協
力
し

合
い
な
が
ら
目
標
を
達
成
す
る
た
め

に
、
常
に
お
客
様
の
長
期
的
な
成
功
に

貢
献
す
べ
く
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

デ
ビ
ッ
ド
・
ナ
ー
ド
ン

ヘ
マ
ラ
ー
ト
・
ラ
ン
ド 

ア
ン
ド 

デ
ィ
ベ

ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
株
式
会
社
、
工
業
団
地
・

国
際
担
当
グ
ル
ー
プ
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ

WHAグループ、
クロン・バン・カシ学校に米を寄贈
WHAグループ、
クロン・バン・カシ学校に米を寄贈

シヤパス・チャンタチャイロート法人マーケティング担当取締役（2
列目中央）に率いられたWHAコーポレーション株式会社の代表団
は、サムットプラカーンにあるクロン・バン・カシ学校を訪問し、生徒
たちの昼食用に100キログラムのジャスミン米を寄贈しました。この
貢献活動は、米の供給過剰の問題に直面しているタイの農民の支援
を目的としたものです。

WHAグループ、プミポン国王陛下を追悼

WHAコーポレーション株式会社
および同社子会社は、全従業員が
プミポン・アドゥンヤデート国王陛
下の思い出を胸に刻み、陛下の鎮
魂を祈るための特別な式典を開催
しました。亡き国王はタイの発展の
ために命を捧げ、70年間の在位期
間全体を通して国民の生活向上の
ために尽力しました。

WHAグループ

ロジスティック

公共サービスと変電

CSR

工業開発
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